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１．大阪市子育て安心マンション認定制度の概要について 

【子育て安心マンションとは？】 
「子育て安心マンション」とは、‘子育てに配慮した仕様’と‘子育てを支援する環境’を備えた

良質なマンションとして、大阪市が認定する民間の新築マンションで、子育て世代を中心に全国的に

も関心の高い制度です。 

（現在の認定状況：http://www.city.osaka.lg.jp/toshiseibi/page/0000153133.html） 

大阪市子育て安心マンション  で検索！ 

 

 

【認定を受けると】 

 

大阪市の HP やポスター等を活用し、認定マンションの情報を広く発信します。 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■リーフレット（市民向け）への掲載■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪市による PR 

■ホームページによる情報発信■ 

計画認定、竣工認定を行った場合は、以下

の項目を大阪市のホームページへ掲載しま

す。その際パース、写真等資料提供をお願

いする場合がありますので、ご協力下さ

い。 

『掲載項目』 

◆事業者名 

◆マンションの所在地（丁目まで） 

◆認定を行った年月日 

◆マンションの概要 

（マンション名、戸数、階数、子育てに

資する仕様など） 

◆設計者等、その他必要な事項 

「大阪市の HP 抜粋」 

http://www.city.osaka.lg.jp/toshiseibi/page/0000153133.html
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■地下鉄構内へのポスター掲示■            

 

 

 

 

 

 

 

 

販売広告等で「大阪市子育て安心マンション」であることを発信する際に、無償で名称や認定マー

クを利用できます。計画認定を受けた後は、認定を受けたことを販売広告やホーム

ページ等へ掲載するなどして PR できます。認定マークの活用を希望される場合

は、電子データをお渡しします。（色や形状を加工せずに使用して下さい。） 
 
【広告に明示する必要がある項目】 

・大阪市子育て安心マンションの計画認定を受けたものであること 

・計画認定を受けた年月日 

・認定対象住戸以外の住戸を含む場合は、その旨とその住戸の位置 

 

 

 

市の認定を受けた子育て安心マンションであることを証する「認定プレート」

を交付します。入居者が認知でき、マンション周辺の道路等からも容易に確認で

きる位置（エントランス付近の外壁等）に掲示することで、当該マンションが大

阪市子育て安心マンションの認定を受けている事を広く周知できます。 

（プレートの大きさ：高さ 22 ㎝×幅２１㎝） 

 

 

 

独立したキッズルームや児童遊園を設置すると、総合設計制度を活用して、容積割増が受けられ

る場合があります。 

  お問い合わせ先：大阪市計画調整局建築指導部建築企画課（Tel:06-6208-9284） 

【参照】http://www.city.osaka.lg.jp/toshikeikaku/page/0000012322.html 

大阪市 総合設計で検索 
 
 

  
事前相談、認定申請等、認定に係る手続きに関する手数料は全て無料です。 

子育て安心マンション認定マーク 

子育て安心マンション認定プレート 

認定プレートの交付 

認定マークの活用 

容積割増 

http://www.city.osaka.lg.jp/toshikeikaku/page/0000012322.html
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２．認定要件・認定基準について 

（１）認定要件 

   認定を受けるには以下の要件を全て満たす必要があります。未竣工（竣工後未入居のものも含む） 

  の民間マンションであれば賃貸・分譲問いません。 
 

『要件』 

・ 未竣工のマンション、または竣工後、居住が開始されていないマンション※ 

・ 敷地面積が３００㎡以上で、戸数が１０戸以上のマンション 

・ 住戸部分の専有部分が１戸当たり４０㎡以上で、そのうち５５㎡以上のものが全住戸の３分

の２以上のマンション 

    ・ 設計住宅性能評価書及び建設住宅性能評価書の交付を受けるマンション（分譲のみ） 

・ 子育てに資する「快適で安心」、「便利で安心」、「安全で安心」、「楽しくて安心」、「いろいろ

安心」という５つの視点に沿った認定基準を満たすマンション 

    ・ 賃貸又は分譲マンション 
 

   ※竣工後、居住が開始されていないマンション：完了検査申請を行っているが、入居者への引き渡し（鍵渡し）が 

行われていないマンションのこと。 
 

（２）認定基準 

   認定要件の１つとなる認定基準には、子どもたちや子育てに関わる家族みんなが安心して暮らし

ていけるよう、『快適で安心』、『安全で安心』、『便利で安心』、『楽しくて安心』、『いろいろ安心』と

いう５つの視点で、住戸専用部分※１、共用部分※２、その他（周辺環境など）に関する項目を定めて

います。認定には、以下を満たす必要があります。 
 

・ 各項目ごとに定める基準を適合必要数以上満たすこと 

・ 住戸専用部分に係る項目ごとに定める基準を適合必要数以上満たす住戸が全住戸の 2 分の

1 以上であり、かつそれらの専有部分の面積が 1 戸あたり 55 ㎡以上であること 

（適合している住戸のみが認定対象住戸となります。） 
 

※１ 住戸専用部分：住宅の用に供する部分のうち、居室、リビング、ダイニング、キッチン、トイレ、浴室、室

内の収納スペース等の部分（以下「専有部分」という。）及び、各住戸が専用する外部に面し

た窓、バルコニー、アルコーブ、ポーチ、トランクルーム等の部分を合わせたものをいう。 

※２ 共用部分  ：マンションの部分のうち、住戸専用部分を除いた部分。 

  
 

 視点１ 快適で安心 ＜住戸専用部分＞（詳細は P.23～2６） 

安心のための工夫 項目 基準 

１．子どもの成長に応じて

暮らしを変化させられ

る工夫 

間取りの変化 
・躯体天井の高さが 265 ㎝以上ある 

・間取り変更により子ども部屋を確保できる平面計画である など 

２．子どもも大人も快適に

暮らせる工夫 

生活音対策 
・上の部屋からの音や下の部屋への音が響きにくい 

・隣の部屋からの音や隣の部屋への音が響きにくい 

シックハウス対策 ・健康に配慮された建材が採用されている 

整理整頓 
・室内に十分な収納スペースがある 

・泥のついたものを収納できるスペースがある  など 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

4 

視点２ 安全で安心 ＜住戸専用部分・共用部分＞（詳細は P.27～３8） 

安心のための工夫 項目 基準 

１．子どもの様子を確認で

きる工夫 
間取り等の工夫 

・対面式のキッチンとなっている 

・リビングと一体利用できるスペースがある 

・リビングやダイニングにおいて、子どもが遊んだり、勉強でき、親が

テレワークできるスペースがある  など 

２．事故を防止する工夫 

転倒事故防止 
・室内に段差がない 

・洗面室や脱衣所の床が滑りにくくなっている  など 

指はさみ事故防止 

・開き戸には急激な開閉を防ぐようドアクローザ―を設置 

・玄関扉の吊元部に指はさみ防止加工をしている 

・引き戸で指を挟まないようストッパーなどが設置されている 

その他 

（住戸専用部分） 

・鍵つきの扉には閉じ込め防止のための対策がされている 

・浴室にはチャイルドロックが設置されている  など 

その他 

（共用部分） 

・敷地内で車と歩行者の動線が交差していない 

・マンションからの落下物による危険を防止している 

・面積の大きな透明ガラスへの衝突防止対策をしている 

転落防止 ・バルコニーなどからの転落を防止する対策をしている 

３．侵入を防止する工夫 防犯 

・大阪府防犯モデルマンション登録制度の推薦証・登録証の交付を受け

ている 

・住棟内への侵入を防止する対策をしている 

４．災害に備える工夫 防災 
・大阪市防災力強化マンションの認定を受けている 

・地震等の災害に備えた対策をしている 

 

 

   視点 3 便利で安心 ＜住戸専用部分・共用部分＞（詳細は P.39～42） 

安心のための工夫 項目 基準 

１．便利でスムーズにお出

かけできる工夫 

移動 
・住戸から敷地外・駐車場までベビーカー等がスムーズに移動できる 

・誰でも操作しやすいエレベーターがある 

便利 
・誰でも駐輪しやすい自転車置場がある 

・出入口付近に手洗い場がある  など 

２．暮らしに便利な工夫 

子どもに便利 ・子どもが使いやすい仕様が取り入れられている 

大人にも便利 

・住戸専用部分に食器洗い乾燥機を設置し家事の負担を軽減する、共

用部分にテレワークできるスペースを整備し通勤時間を削減する

等、親子の時間創出につながるような、大人にも便利な仕様が１以

上取り入れられている 

 

 

   視点４ 楽しくて安心 ＜共用部分＞（詳細は P.41～44） 

安心のための工夫 項目 基準 

１．屋内外で遊んだり、交

流したりできる工夫 

キッズルーム等 ・子どもが遊んだり、保護者同士が交流できる屋内の空間がある 

児童遊園等 
・子どもが遊んだり、保護者同士が交流できる屋外の空間がある 

・近隣に子どもの遊べる公園などがある 

 

 

   視点５ いろいろ安心 ＜その他＞（詳細は P.45～48） 

安心のための工夫 項目 基準 

１．子育て支援する工夫や 

子育てしやすい周辺環

境が充実している 

子育て支援情報の

提供 
・大阪市の子育て支援情報を提供している 

子育て世帯のコミ

ュニティ形成 
・子育て世帯の交流につながるイベントが開催される など 

ソフト面からの支

援や周辺環境の充

実 

・子育て支援サービスの提供が行われている 

・教育施設や医療施設などが徒歩 5 分圏内にある    など 
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３．手続きについて 

認定手続きは、事前協議（下図①）から始まり、計画認定申請（下図②）と竣工認定申請（下図

⑤）の両方を行っていただくのが通常の流れです。 

 すでに竣工しているものの、居住が開始されるまでに時間のあるマンションで認定基準に適合し

ている場合は、竣工認定申請（下図⑤）からの手続きも可能です。 

 竣工認定後は、認定より 1 年毎に 3 年間、維持管理報告を行っていただきます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

（１） 事前協議（要綱第４条関係） 

事前協議は本審査に先立ち計画の内容を確認させていただくものです。事前協議により計画の変

更等が必要となることも考えられるため、できるだけ計画段階での協議をお願いします。 

事前協議には、質疑に対する回答等に要する期間を除いて、概ね１カ月程度の期間が必要になり

ます。書類の確認をさせていただいた後に、修正等の連絡をいたします。 

 

【注意】 

・選択する基準によっては、専門家の意見を聞く場合があります。 

 

○提出書類（１部） 

  認定申請書の提出書類（P.7 参照）に（※）印がある図書をご提出ください。なお、認定申請書

（様式１）の押印は不要です。 

 

～事前協議のあとは～ 

■協議の経過を記載した書類を作成してください。（右ページを参考に作成してください） 

■協議内容を反映させた計画としていただき、計画認定申請を行ってください。 

■事前協議を行った後、計画認定申請を行わない場合の手続きはありません。 

大阪市ホームページや広報紙等による 情 報 提 供 

（
認
定
よ
り
１
年
毎
／
３
年
間
） 

⑧ 

維
持
管
理
報
告

② 

計
画
認
定
申
請 

 

① 

事
前
協
議 

 

建
築
工
事
等 

 

⑤ 

竣
工
届
兼
竣
工
認
定
申
請 

 

③ 

審
査 

 

認
定
プ
レ
ー
ト
の
交
付
） 

（
竣
工
認
定
証
及
び 

⑦ 
認
定 

 
⑥ 

審
査
・
現
地
検
査 

 

（
計
画
認
定
証
の
交
付
） 

④ 

計
画
認
定 

→ P.7 へ → P.12 へ → P.14 へ 
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（参考）協議経過を記載した書類 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 

 

子育て仕様・支援計画書（チェックリスト）を活用した例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画認定申請書に添付する「協議経過を記載した書類」の様式は問いません。下記の例を参考に

「子育て仕様・支援計画書」を活用するなどして作成してください。 

なお、次に掲げる事項を必ず記載してください。 

[必ず記載する事項] 

・書類の作成者 

・協議年月日 

・協議した基準の項目 

・大阪市からの指示事項 

・指示事項に対する対応策 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

視点１ 快適で安心　＜住戸専用部分＞

1．子どもの成長に応じて暮らしを変化させられる工夫

２．子どもも大人も快適に暮らせる工夫

④

（１）
生活音対策
<住戸専用部
分>

① 上階界床及び下階界床は、日本工
業規格Li,r,L-45等級相当以上の構
造である。

② 間取りの変更により子ども部屋を確
保できる平面計画である。

（１）
間取りの変化
<住戸専用部
分>

① 躯体天井の高さが265㎝以上ある。

③ 子どもの成長に応じて暮らしを変化さ
せられるよう、上記と同等以上の工
夫を行っている。

項目 基準（適合するものに☑）

（２）
シックハウス
対策
<住戸専用部
分>

① 内装仕上げ及び天井裏等に日本住
宅性能表示基準「6-1ホルムアルデ
ヒド対策（内装及び天井裏等）」で規
定する合板や複合フローリングなど
の建築材料（以下「特定建材」とい
う）を使用する場合は、同基準の等
級３相当以上とする。

（３）
整理整頓
<住戸専用部
分>

① 収納率（次式で算定したもの）が８％
以上ある。
＜算定式＞
（S1＋S2）／当該住戸の専有部分の
面積（㎡）×100
S1：高さ180cm以上の収納部分の水
平投影面積（㎡)
S2：高さ180cm未満の収納部分の水
平投影面積(㎡)×（当該収納部分の
高さ（cm）／180）

② 玄関周りに、ベビーカー、三輪車等を
置くことができる一辺50cm以上、他
辺100cm以上のスペースがある（玄
関扉の軌跡部分を除く）。

項目

協議日：△△年□月○日　　　作成者：□□　□□□

子どもも大人も整理整頓がしやすい
よう、上記と同等以上の工夫を行っ
ている。

③ 玄関の付近に、遊具や泥のついたも
のを収納できるトランクルーム等の収
納空間がある。

協議事項なし

② 界壁は、日本工業規格Rr-50等級相
当以上の構造である。

協議事項なし

協議事項なし

図面を添付

基準（適合するものに☑）

協議経過
質疑内容 回答・対応

協議経過

（大阪市）
間取り変更後の子ども部屋を明示する
こと

協議事項なし

回答・対応質疑内容

図面に記載

管理規約に規定

別紙のとおり

（大阪市）
収納率の算定式を記載すること

(大阪市）
管理規約上、物が置けるようになっ
ていること

土間空間の形状について協議

協議内容が書ききれない場合は、

別紙としても可。 

 

作成者を明記すること。 
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（２） 計画認定申請（要綱第５条関係） 

 事前協議終了後、「計画認定申請」を行ってください。申請から認定までには、書類の訂正等要す

る期間を除いて、概ね２週間程度の期間が必要になります。 

提 出 書 類 （正本及び副本 各一部）  

（１）認定申請書（様式１）        注）右ぺージの記入例と注意点をご確認下さい。 ※ 

（２）子育て仕様・支援計画書（様式 2）  注）P.２３以降の基準の解説と記入例をご確認下さい。 ※ 

（３）位置図（縮尺 1/2,500 程度） 

注）できるだけ A3 サイズとなるようにし、方位、道路及び目標となる公共性の高い建築物や、 

公共交通機関の駅等が明示されたものとして下さい。 

※ 

（４）区域図（計画地の周囲 200m 程度の範囲を詳細に示すもの） 
注）できるだけ A３サイズとなるようにし、以下の施設ごとに着色して下さい。 

       ・教育施設（幼稚園・小学校） 水色 

       ・保育施設（保育園・保育所・託児所など） 黄色 

       ・小児科のある医療機関 赤色 

        ・子育て支援施設（子ども・子育てプラザや子育てサークルを提供する場など） 桃色 

        ・公園（都市計画法に基づく住区基幹公園） 緑色  

なお、一つの縮尺で位置図と区域図の両方を兼ねることも可能です。 

子ども・子育てプラザについては大阪市ホームページ（子ども・子育てプラザで検索）でご確認下さい。 

※ 

（５）設計図書  

 

①配置図（壁面後退等が確認できるもの） ※ 

②各階平面図 (部屋の配置等が確認できるもの) ※ 

③立面図  ※ 

④断面図（住戸専用部分、共用部分ともに階高、手すりの高さ等認定基準に関わる内容が 

分かりやすく示されたもの） 

※ 

⑤住戸詳細図（引き戸ストッパー等認定基準に関わる内容が分かりやすく示されたもの）   ※ 

⑥外構図（児童遊園等が確認できるもの ） ※ 

⑦動線計画図（歩行者、自転車、自動車の動線が確認できるもの） ※ 

（６）事前協議の経過を記載した書類（P.６を参考にしてください）  

（７）設計性能評価書の写し（賃貸マンションについては、取得する場合のみ） 
注）申請時に住宅性能評価書が未交付の場合は、自己評価書を添付でも受け付けることができます。ただし、 

交付後すみやかに提出してください。原本が確認できない場合は、認定できません。 

 

（８）認定基準に関わる設備等の仕様を示すカタログ等  

■委任状（手続等に関して代理者に委任する場合）  

  ※事前協議時に提出する書類 

～計画認定後は～ 

■大阪市ホームページへの掲載等により情報発信します。次の項目について資料の提供をお願い

しますのでご協力下さい。 

・パース等、建物の完成予想図（キッズルームや児童遊園に関するもの） 

 ・公式ホームページの URL                      等 

（マンション名を（仮称）で申請された場合、変更届が提出されるまでは、（仮称）のまま発信します。） 

■マンションが完売した場合は、お知らせください。 
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（様式１）認定申請書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウラ面（記入例は省略） 

オモテ面 

（住居表示） 

未定の場合は、空欄。 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

（様式１） 

平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日  

大 阪 市 長 

（事業者） 

住  所 大阪市○○区○○1丁目2番3号 

氏 名 印 ■■■不動産（株） 

        代表取締役 大阪 太郎 

 

大阪市子育て安心マンション認定制度 認定申請書 

 

下記の計画について、認定を受けたいので大阪市子育て安心マンション認定制度要綱に基づ

き、関係書類を添えて申請します。 

 

記 

 

申請区分 

■ 計画認定（第５条第１項） 

 

□ 変更計画認定（第６条第１項） 

・計 画 認 定     年   月   日（大都整ま第    号） 

計画名称 （仮称）▲▲▲マンション新築工事 

計画の 

位置 

地名地番: 大阪市 ○○  区 ○○２丁目５番の一部 

住居表示: 大阪市     区       

工事期間 (予定) 着工 平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日～竣工 平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 

計画概要 

敷地面積： 5,500.32 ㎡≧300㎡ 延べ面積（全体）：  34,420.45 ㎡ 

全住戸数：  390  戸≧10戸 認定住戸数※1： 390 戸≧全住戸数の1/2  

専有部分※2の床面積（1戸あたり）：  65.00 ㎡～  90.25 ㎡≧40㎡ 

専有部分が55㎡以上の住戸数：  390  戸≧全住戸数の2/3（ 260 戸） 

住宅以外の用途の有無： 

■あり（用途： 保育施設 ，延べ面積  150.73 ㎡＜延べ面積の1/2） 

□なし 

設計住宅性能評価書の取得日 ：  平成○ 年 ○ 月 ○ 日 

建設住宅性能評価書の取得予定：  平成○ 年 ○ 月ごろ 

※裏面に続きます。忘れずに記入してください。 
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（３） 計画認定以降の計画の変更について 

■変更計画認定申請（要綱第６条、12 条 1 項関係） 

認定要件に関わる事項について変更する場合は、変更計画認定申請を行ってください。 

  [変更計画認定申請が必要な例] 

・適合する基準を変更する場合 

・対策の内容を変更する場合（自転車置き場の台数の変更など） 

・児童遊園やキッズルームなどの面積が変わる場合 

・児童遊園の位置や動線計画など配置計画が変わる場合 

  ・戸数、床面積、敷地面積が変わる場合           など 

 

 

【注意】 

・変更計画認定申請が必要かどうかは事前にご相談下さい。 

・変更内容によっては、専門家の意見を聞く場合があります。 

・変更認定の手続き（変更計画認定証の受領まで）が済んでいない場合は、竣工届兼竣工認定申請

（P.1２参照）はできません。 

 

 

 

■変更届出書（要綱第５条 7 項、6 条 7 項関係） 

認定要件に関わらない事項について変更する場合は、変更届出書を提出して下さい。 

  [変更届出書が必要な例] 

・申請者氏名の変更（事業者、代表取締役など） 

 ・マンション名の変更（仮称から正式名称への変更など） 

 ・工事着工予定日や工事完了予定日          など 

 

 

【注意】 

 ・事業者が１名から複数となる場合も届出が必要です。 

 ・維持管理責任者を変更する場合は、「維持管理責任者選任届出書（様式15）」を提出して下さい。 

  

 

 

提 出 書 類 （正本及び副本 各一部） 

（１）認定申請書（様式１）         注）右ページの記入例と注意点をご確認下さい。 

（２）「変更前」と「変更後」の違いがわかる書類 

注）計画認定申請書に添付した書類に変更後の内容を赤で記載する、新旧対照表をつくる等「変更前」と「変更後」

の違いを明らかに示して下さい。 

■委任状（手続等に関して代理者に委任する場合） 

提 出 書 類 

（１）変更届出書（様式３）         注）P.11 の記入例と注意点をご確認下さい。 

 ■委任状（手続等に関して代理者に委任する場合） 
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（様式１）認定申請書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式１） 

平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日  

大 阪 市 長 

（事業者） 

住  所 大阪市○○区○○1丁目2番3号 

氏 名 印 ■■■不動産（株） 

        代表取締役 大阪 太郎 

 

大阪市子育て安心マンション認定制度 認定申請書 

 

下記の計画について、認定を受けたいので大阪市子育て安心マンション認定制度要綱に基づ

き、関係書類を添えて申請します。 

 

記 

 

申請区分 

□ 計画認定（第５条第１項） 

 

■ 変更計画認定（第６条第１項） 

・計 画 認 定  平成○ 年 ○ 月 ○ 日（大都整ま第  △ 号） 

計画名称 （仮称）▲▲▲マンション新築工事 

計画の 

位置 

地名地番: 大阪市 ○○  区 ○○２丁目５番の一部 

住居表示: 大阪市     区       

工事期間 (予定) 着工 平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日～竣工 平成○ 年 ○ 月 ○ 日 

計画概要 

敷地面積：        ㎡≧300㎡ 延べ面積（全体）： 34,658.68 ㎡ 

全住戸数：      戸≧10戸 認定住戸数※1：    戸≧全住戸数の1/2  

専有部分※2の床面積（1戸あたり）：       ㎡～         ㎡≧40㎡ 

専有部分が55㎡以上の住戸数：       戸≧全住戸数の2/3（     戸） 

住宅以外の用途の有無： 

□あり（用途：       ，延べ面積        ㎡＜延べ面積の1/2） 

□なし 

設計住宅性能評価書の取得日 ：        年   月    日 

建設住宅性能評価書の取得予定：        年   月ごろ 

※裏面に続きます。忘れずに記入してください。 

ウラ面 

（申請区分） 

「変更計画認定」とし、計画

認定日を記入。 

（計画概要） 

変更する項目のみ記載。 

計画概要にない項目について

変更する場合は、ウラ面に記

入。 

（概要） 

変更項目を箇条書きとし 

詳細は別紙でも可。 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

概要 

※変更計画認定の場合のみ、その概要を記入してください。 

１．メニュープランによる間取りの変更（別紙のとおり） 

２．延べ面積の変更 

  （34,420.45㎡→34,650.38㎡） 

３．自転車置き場の台数変更 

  （平置き ２９０台→３００台） 
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（様式３）変更届出書 

 

  

（計画名称） 

マンション名を変更する場合

は変更前の名称を記入。 

（住居表示） 

未定の場合は空欄。 

（概要） 

変更点を具体的に記入。 

 

（事業者） 

事業者が変更となる場合は変

更後の事業者（住所・氏名）と

し（連名となる場合は連名）、

「概要」欄にその理由を記入。 

 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

（様式３） 

平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 

大 阪 市 長 

 

（事業者） 

住  所 大阪市○○区○○1丁目2番3号 

氏 名 印 ■■■不動産（株） 

        代表取締役 大阪 太郎 

 

大阪市子育て安心マンション認定制度 変更届出書 

                      

下記の計画について、変更を行いたいので、大阪市子育て安心マンション認定制度要綱の規定

に基づき届け出ます。 

 

記 

 

計画名称 （仮称）▲▲▲マンション新築工事 

計画の位置 

地名地番：大阪市 ○○  区 ○○２丁目５番の一部 

住居表示：大阪市     区 

経過等 

※ 変更等を行う計画に関して、認定を受けた日付等を記入してください。 

・計画認定    ：平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日（大都整ま第  △ 号） 

・変更計画認定  ：       年  月  日（大都整ま第    号）  

・竣工認定    ：       年  月  日（大都整ま第    号） 

概 要 

 

※変更の概要を記入してください。 

 

・計画名称の変更 

（変更前） （仮称）▲▲▲マンション新築工事 

（変更後） △△△マンション 
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（４）竣工届兼竣工認定申請（要綱第７、８条関係） 

竣工後速やかに「竣工届兼竣工認定申請」を行ってください。入居開始後は竣工認定を受けるこ

とができなくなりますので十分ご注意ください。計画認定の内容に沿っているかどうか※を提出さ

れた書類及び現地検査等によって審査します。計画認定の内容から変更点がある場合は竣工届兼竣

工認定申請までに、（３）変更計画認定申請（P.9 参照）を行っておく必要があります。 

申請から認定までには、書類の訂正等要する期間を除いて、概ね１カ月程度の期間が必要になり

ます。入居のスケジュール等と調整の上、早めに提出して下さい。 
 
※計画認定を受けずに竣工認定のみを受ける場合は、認定要件（P.３～４参照）に適合しているかどうかの審査

になります。 

 

 

提 出 書 類 

（１）竣工届兼認定申請書（様式７）  注）P.13 の記入例と注意点をご確認下さい。 

（２）子育て仕様・支援計画書（様式２）注）P.２３以降の認定基準の解説と記入例をご確認下さい。 

（３）位置図（縮尺１/2,500 程度） 注）計画認定申請の際に添付した位置図と同じものを添付して下さい。 

                        竣工認定申請から行う場合は、P.７ 提出書類（３）位置図を参照して下さい。 

（４）区域図（計画地の周囲 2００m 程度の範囲を詳細に示すもの） 
注）計画認定申請の際に添付した位置図と同じものを添付して下さい。 

  竣工認定申請から行う場合は、P.７ 提出書類（４）区域図を参照して下さい。 

（５）検査済証の写し 

（６）竣工図 

 

①配置図（壁面後退等が確認できるもの） 

②各階平面図 (部屋の配置等が確認できるもの) 

③立面図  

④断面図（階高、手すりの高さ等認定基準に関わる内容が分かりやすく示されたもの） 

⑤住戸詳細図 (引き戸ストッパー等認定基準に関わる内容が分かりやすく示されたもの)   

⑥外構図  (児童遊園の面積等が確認できるもの)  

⑦動線計画図（歩行者、自転車、自動車の動線が確認できるもの） 

（７）竣工写真（マンションの全体及び認定基準に関わる各部分の状況がわかるもの） 

     注）撮影位置が分かるように整理してください。 

（８）認定基準に関わる設備等の仕様を示すカタログ等 注）計画認定申請時より変更がなければ不要です。 

（９）建設性能評価書の写し（賃貸マンションについては、取得する場合のみ） 
注）申請時に住宅性能評価書が未交付の場合は、自己評価書を添付でも受け付けることができます。ただし、交付後すみやかに

提出してください。原本が確認できない場合は、認定できません。 

（10）管理規約等の写し 

注）キッズルーム又はキッズコーナーの利用が適切で安全になされるように規定されている箇所を添付して下さい。 

（11）入居を開始していない旨を明らかにする書類〈計画認定を受けずに竣工認定のみを受ける場合のみ〉 

注）日付が入った入居説明会の資料や鍵の引き渡しの案内など。計画認定を受けている場合は不要です。 

■委任状（手続等に関して代理者に委任する場合） 

～竣工認定後は～ 

■入居者に対し、子育て安心マンションであることを周知してください。 

■大阪市より竣工認定証と認定プレートを交付します。認定プレートは入居者、付近住民から見え

やすいエントランス付近の外壁へ掲示して下さい。 

■大阪市のホームページにてＰＲします。竣工写真等の資料提供をお願いする場合がありますので

ご協力下さい。 
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（様式７）竣工届兼認定申請書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（経過等） 

計画認定を受けずに

竣工認定を受ける場

合は、入居開始予定日

のみ記入。 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

（様式７） 

平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 

大 阪 市 長 

（事業者） 

住  所 大阪市○○区○○1丁目2番3号 

氏 名 印 ■■■不動産（株） 

        代表取締役 大阪 太郎 

 

大阪市子育て安心マンション認定制度 竣工届兼認定申請書 

 

下記の計画について、竣工を届け出るとともに、竣工認定を受けたいので、大阪市子育て安心マ

ンション認定制度要綱の規定に基づき、関係書類を添えて申請します。 

                      

記 

 

計画名称 △△△マンション 

計画の 

位置 

地名地番: 大阪市 ○○  区 ○○２丁目５番の一部 

住居表示: 大阪市 ○○  区 ○○２丁目５番28号       

竣工日  平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日  

竣工概要 

敷地面積： 5,500.32 ㎡≧300㎡ 延べ面積（全体）： 34,658.68 ㎡ 

全住戸数：  390  戸≧10戸 認定住戸数： 390  戸≧全住戸数の1/2  

専有部分の床面積（1戸あたり）：  65.00  ㎡～   90.25  ㎡≧40㎡ 

専有部分が55㎡以上の住戸数：  390  戸≧全住戸数の2/3（ 260 戸） 

住宅以外の用途の有無： 

■あり（用途： 保育施設 ，延べ面積  150.73 ㎡＜延べ面積の1/2） 

□なし 

設計住宅性能評価書の取得日 ：  平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 

建設住宅性能評価書の取得日 ：         年   月   日 

経過等 

・計画認定     平成○ 年  ○ 月 ○  日（大都整ま第  △ 号） 

・変更計画認定   平成○ 年  ○ 月 ○  日（大都整ま第  □ 号） 

・入居開始予定   平成○ 年  ○ 月 ○  日 
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（５）維持管理責任者選任届出書（要綱第 11、12 条関係） 

竣工認定事業者は、マンションの仕様及び環境の水準を維持、向上させるよう適切に維持管理を

するために維持管理責任者を選任し、維持管理責任者選任届出書を提出して下さい。 

維持管理責任者を変更する場合も、維持管理責任者選任届出書を提出して下さい。 

 

 

【注意】 

 ・維持管理責任者選任届が提出されるまでは、事業者が適切に維持管理を行ってください。 

・維持管理責任者を選任せず、事業者自らが維持管理を行う場合も、届出が必要です。 

・認定事業者は維持管理責任者を選任する際、子育て安心マンションの認定基準にかかる設備や仕

様について十分に説明してください。また、維持管理の状況を報告する必要があることも併せて

お伝えください。

提 出 書 類 

（１）維持管理責任者選任届出書（様式１５） 

■委任状（手続等に関して代理者に委任する場合） 

～維持管理責任者の選任後は～ 

■大阪市より、維持管理の状況を確認させていただく場合があります。 

■子育て安心マンションとして適切に維持管理して下さい。 
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（様式 15）維持管理責任者選任届出書 

 

 

 

 

（認定事業者が届け出ること） 

（連絡先） 

電話番号は、日中連絡の

つく番号を記入。 

選任する場合 

要綱第 11 条第 1 項 

変更する場合 

要綱第 12 条第２項 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

（様式15） 

平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 

大 阪 市 長 

 

 

住  所 大阪市○○区○○1丁目2番3号 

氏 名 印 ■■■不動産（株） 

        代表取締役 大阪 太郎 

 

 

大阪市子育て安心マンション認定制度 維持管理責任者選任届出書 

 

 

下記の大阪市子育て安心マンションにおいて維持管理責任者を               ので、大阪市 

 

子育て安心マンション認定制度要綱第１１条第 １項の規定に基づき届け出ます。 

 

記 

 

 

１ 竣工認定年月日等   平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日（大都整ま第  ▲  号） 

 

 

２ 名称（マンション名） 

   △△△マンション 

 

３ 位置（住居表示） 

   大阪市 ○○  区 ○○２丁目５番 28 号 

 

 

４ 維持管理責任者 

所属 ▲▲▲管理サービス（株） 

（ふりがな） 

氏  名 

（なにわ よしこ） 

代表取締役  浪速 良子 

連絡先 

 

 

住所：大阪市○○区○○3-2-1 

電話：（○○）○○○○－○○○○    FAX：（○○）○○○○－×××× 

E-mail：*******@**** .ne.jp  

 

選任した 

変更した 
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（６）子育て支援開始届（要綱第１１条関係） 

いろいろ安心の視点で定める、子育て支援を開始する際に提出してください。 

 

（様式 11）子育て支援開始届 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提 出 書 類 

（１）子育て支援開始届（様式１１）    注）下の記入例と注意点をご確認下さい。 

（２）子育て支援実施予定表（様式１２）  

注）P.１７～１８の記入例と注意点をご確認下さい。 

  子育て支援の内容が複数にわたる場合は個別に作成してください。 

（３）その他（イベント案内チラシ、提携する子育て支援サービス会社との契約書、連携する地域・

NPO 等の団体の活動内容が分かる資料 など） 

■委任状（手続等に関して代理者に委任する場合） 

（開始予定年月日） 

子育て支援の内容がイベント開催

の場合は、イベント開催日を記載。 

なお、複数の子育て支援を実施する

場合は、最も早い開始日を記入。 

どの子育て支援の開始日であるか

も合わせて記入すること。 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

（様式11） 

平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 

大 阪 市 長 

 

（維持管理責任者） 

住  所  ▲▲▲管理サービス（株） 

氏 名 印  代表取締役  浪速 良子 

 

大阪市子育て安心マンション認定制度 子育て支援開始届 

 

平成○年○月○日付けで竣工認定を受けた下記の計画において、子育て支援を開始する

ので、大阪市子育て安心マンション認定制度要綱第11条第３項の規定に基づき、関係書類を添え

て届け出ます。 

 

 

記 

 

１ 名称(マンション名) 

   △△△マンション 

 

２ 位置（住居表示） 

   大阪市 ○○  区 ○○２丁目５番 28 号 

 

 

３ 子育て支援内容 

・ 子育て支援情報の提供 

・ 子育て世帯の交流につながるイベントの実施  

 

４ 開始予定年月日 

    平成 ○ 年 ○月 ○ 日 （子育て支援情報の提供） 
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（様式 1２）子育て支援実施予定表 

 

【記入例１】 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

（様式12） 

子育て支援実施予定表  

  （ １ 枚目／ ○ 枚中） 

子育て支援の 

内容 
子育て世帯の交流につながるイベントの実施 

対象者 

■ 子育て世帯のみが対象   □ 子育て世帯以外も対象 

■ マンション居住者に限定  □ 居住者以外も利用可能  

実 施 主 体  

名称 ▲▲▲管理サービス（株） 

連絡先 

担当者名： 浪速 良子                    

電話：（○○）○○○○－○○○○ FAX：（○○）○○○○－×××× 

E-mail：*******@**** .ne.jp                   

地域・ＮＰＯ等と

の連携 

□ 連携している（団体名：                ） 

■ 連携していない 

提供場所 
■ キッズルーム □集会所  

□ その他（                        ） 

具体的な 

スケジュール･ 

子育て支援の内容 

※開始後１年間の活動内容・予定がわかるように記載してください。 

 

子育て世帯の交流につながるイベントを実施 

 ・七夕イベント 

 ・クリスマスイベント 

 ・絵本の読み聞かせ会（年6回程度） 

【注意事項】 

・ 子育て支援の内容が複数に渡る場合は、個別に作成してください。 
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【記入例２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～子育て支援サービス開始届提出後は～ 

■大阪市よりイベント等の状況確認のため、イベントの見学をお願いする場合があります。 

■イベント等の開催状況を、大阪市ホームページ等に掲載する場合がありますのでご協力下さい。 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

（様式12） 

子育て支援実施予定表  

（ ２ 枚目／ ○ 枚中） 

子育て支援の 

内容 
子育て支援情報の提供 

対象者 

■ 子育て世帯のみが対象   □ 子育て世帯以外も対象 

■ マンション居住者に限定  □ 居住者以外も利用可能  

実 施 主 体  

名称 ▲▲▲管理サービス（株） 

連絡先 

担当者名： 浪速 良子                    

電話：（○○）○○○○－○○○○ FAX：（○○）○○○○－×××× 

E-mail：*******@**** .ne.jp                   

地域・ＮＰＯ等と

の連携 

□ 連携している（団体名：                ） 

■ 連携していない 

提供場所 
■ キッズルーム □集会所  

■ その他（ １階EVホール掲示板  ） 

具体的な 

スケジュール･ 

子育て支援の内容 

※開始後１年間の活動内容・予定がわかるように記載してください。 

 

・ 子育ていろいろ便利帳をキッズルームへ常設 

・ ○○区の子育て支援情報誌「▲▲▲▲▲▲」の最新版を 

キッズルーム及び１階EVホール掲示板に掲示 

・ 子育て支援施設マップ及び地域の子育てサークルの一覧を 

キッズルームに配架 

【注意事項】 

・ 子育て支援の内容が複数に渡る場合は、個別に作成してください。 
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（７）維持管理状況報告（要綱第１１条関係） 

維持管理責任者は竣工認定を受けた日から１年、２年及び３年を経過後速やかに、維持管理状況報

告書にて、維持管理の状況を報告してください。維持保全が適切に行われていないことが判明した場

合は、認定が取り消される場合があります。 

 

 

（様式 13）維持管理状況報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提 出 書 類 

（１） 維持管理状況報告書（様式１３）    注）下の記入例と注意点をご確認下さい。 

（２）認定基準に係る共用部分の写真 
     注）選択した共用部に係る認定基準の維持管理状況が分かる写真と併せて、認定プレートの設置状況が分かる写真

を添付して下さい。 

（３）子育て支援実施経過報告書（様式１４）  
注）「子育て支援開始届」で届け出た内容について、個別に作成してください。 

右ページの記入例と注意点をご確認下さい。 

（４）子育て支援の実施がわかるもの 

（イベントや子育て支援情報提供状況がわかる写真、チラシ、サービス契約書など） 

■委任状（手続等に関して代理者に委任する場合） 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

（様式13） 

平成 ○ 年 ○ 月 ○日 

大 阪 市 長 

 

（維持管理責任者） 

住  所 大阪市○○区○○3-2-1 

氏 名 印 ▲▲▲管理サービス（株） 

代表取締役  浪速 良子 

 

 

大阪市子育て安心マンション認定制度 維持管理状況報告書 

 

平成○年○月○日付けで竣工認定を受けた下記のマンションについて、大阪市子育て安心マ

ンション認定制度要綱第11条第４項の規定に基づき、維持管理の状況を報告します。 

 

 

記 

 

１ 名称（マンション名） 

   △△△マンション 

 

２ 位置（住居表示） 

   大阪市 ○○  区 ○○２丁目５番 28 号 

 

 

３ 報告区分（該当する□を塗りつぶしてください） 

大阪市子育て安心マンション認定制度要綱第９条第１項の認定を受けた日から 

   ■１年目   □２年目   □３年目 
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（様式１4）子育て支援実施経過報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式14） 

子育て支援実施経過報告書 

（ １枚目／ ●枚中）   

子育て支援の 

内容 

・保育サービス 

・家事サポートサービス 

対象者 

□ 子育て世帯のみが対象   ■ 子育て世帯以外も対象 

■ マンション居住者に限定  □ 居住者以外も利用可能  

実 施 主 体  

名称 ●●●サービス（株） 

連絡先 

担当者名： 浪速 花子                    

電話：（○○）○○○○－○○○○ FAX：（○○）○○○○－×××× 

E-mail：*******@**** .ne.jp                   

地域・ＮＰＯ等と

の連携 

□ 連携している（団体名：                ） 

■ 連携していない 

提供場所 
■ キッズルーム  □集会所  

■ その他（ 各住戸                  ） 

 

 

 

実施内容 

 

 

内容： 

管理会社と契約したサポート会社によるサービスを入居者  

が自由に選択して提供を受ける。 

今後も管理組合が同会社と契約し、サービスを継続させる 

予定。 

時期・回数： 

平成○年○月○日～平成□年□月□日まで 

保育サービス１２回 家事サポートサービス３０回 

参加人数： マンション居住者    １日平均３ 名 

      マンション居住者以外        名 

【注意事項】 

・ 該当する□を選んで、塗りつぶし、（    ）内等に必要事項を記入してください。 

・ 子育て支援の内容が複数に渡る場合は、個別に作成してください。 

・ 写真やチラシ、管理報告書等、実施内容を説明する資料を添付してください。 

～維持管理状況報告提出後は～ 

■大阪市より維持管理の状況を確認させていただく場合があります。 

■実施状況を大阪市ホームページ等へ掲載する場合がありますのでご協力下さい。 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

（様式１２）に準じて作成。 
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（８）認定取消申出書（要綱第１3 条関係） 

計画認定を受けたが竣工認定を受けない場合や、竣工認定を受けたが子育て安心マンションとして

維持管理をしなくなった場合に提出してください。 

 

 

【注意】 

・竣工認定を取り消す場合は、それに係る計画認定、計画変更認定も同時に取り消されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）申請取下届出書（要綱第５条８項関係） 

計画認定申請後、認定を受ける前に、認定を受けようとするマンションの工事の中止等の理由によ

り、申請を取り下げる場合は、速やかに提出して下さい。 

 

 

 

 
 

 

 

提 出 書 類 

（１） 認定取消申出書（様式１6）      注）右ページの記入例と注意点をご確認下さい。 

■委任状（手続等に関して代理者に委任する場合） 

提 出 書 類 

（１）申請取下届出書（様式１９）  

■委任状（手続等に関して代理者に委任する場合） 

～認定取消申出書提出後は～ 

■大阪市より認定取消通知書により通知します。 

■認定を取り消したことを大阪市ホームページ等へ掲載する場合があります。 

■認定プレートを取り外して下さい。 
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（様式16）認定取消申出書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（申出理由） 

具体的に記入すること。 

例）・設計変更等により基準を満たさなくなったため 

  ・子育て世帯の減少により、キッズルームを集会所と

するため  など 

   

 

（認定の区分） 

竣工認定を取り消す

場合は、認定の区分全

てを選択し、認定年月

日・認定番号をそれぞ

れ記入。 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

（様式16） 

平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 

大 阪 市 長 

 

 

住  所 大阪市 ○○ 区 ○○２丁目５番28号 

氏 名 印 △△△マンション管理組合 

        理事長 大阪 一郎 

 

 

大阪市子育て安心マンション認定制度 認定取消申出書 

 

下記のマンションについて、大阪市子育て安心マンション認定要綱第 13 条第１項第 ４ 号の規定

に基づき、認定を取り消したいので申し出ます。 

 

記 

 

１ 名称（計画名称又はマンション名）   

   △△△マンション 

２ 計画の位置（住居表示） 

  大阪市 ○○  区 ○○２丁目５番 28 号 

 

３ 申出内容 

認定の区分 認定年月日・認定番号 申出理由 

■ 計画認定 
平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 

（大都整ま第  △   号） 

 

■ 変更計画認定 
平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 

（大都整ま第  □   号） 

 

■ 竣工認定 
平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 

（大都整ま第  ▲  号） 

 

 

 

 

【注意事項】 

・ 取消しを申し出る認定の区分を選んで、□を塗りつぶしてください。 

・ 竣工認定を取り消す場合は、それに係る計画認定、変更計画認定も同時に取り消すこととなりますので、

それぞれ該当する認定年月日・認定番号を記入してください（計画認定を受けずに竣工認定のみを受け

たマンションは除く）。 

・ 登記簿等、その他必要な書類を求める場合があります。 

竣工認定前の場合 

要綱第１３条第１項第３号 

竣工認定後の場合 

要綱第１３条第１項第４号 
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４．認定基準の解説 
 要綱第３条第 5 号に定める認定基準の内容について、見開き左ページに基準の考え方や参考例な

ど、右ページに『（様式２）子育て仕様・支援計画書』の記入方法（記入例や注意点など）を示してい

ます。 

   

     

 

視点１ 快適で安心 ＜住戸専用部分＞ 

１．子どもの成長に応じて暮らしを変化させられる工夫 

項目 基準 用語の定義/考え方/参考例 

（
１
）
間
取
り
の
変
化 

 

①躯体天井高さが

265cm以上ある。 

 
躯体天井高さ                図示の例 

仕上材を除く構造躯体の上面から、上階     断面図・矩計り図等に階毎に記入。 

の構造躯体の下面までの空間の内法高さ。     

異なる躯体天井高さが存する場合は、床面積の１/２以上が該当する空間の内法高さ 

とする。 

②間取りの変更によ

り子ども部屋を確保

できる平面計画であ

る。 

 
子ども部屋を確保できる平面計画     

 将来、既存の部屋を分割する等して、独立した子ども部屋を確保することができる平面計画。 

 

 図示の例 

【分割して子ども部屋を確保できる】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【リビング・ダイニングと一体的な部屋を子ども部屋に転用できる】 

 
                         

  
 

 

 

 

15 畳程度             10 畳程度   5 畳程度 

 

 

 

【レイアウト変更の自由度が高い】 

例）パイプスペース等が集約されており、改修時の部屋配置の自由度が高い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専 

2650 

 

この部分の高さこの部分の高さ

 
可変性の自由度が高

い空間があり、新たに

子ども部屋を確保で

きる。 

WIC 

 

主寝室 

 

子ども 

部屋Ａ 

 

子ども 

部屋Ｂ 

 

子ども 

部屋Ａ 

 

主寝室 

 

パイプスペース、水周

りが集約されており、

その他空間の改修に

支障とならない。 
ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ 

 

ﾘ ﾋ ﾞ ﾝ ｸ ﾞ

ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ 

 

窓 

窓 
K 

 

PS 

 

T 

 
B 

 

W 

 

K 

 

W 

 

B 

 

T  PS 

 

 

10 畳程度 

 

新設壁、可動家具による対応、

当初からの可動間仕切り等 

窓 窓 窓 窓 

子ども 

部屋 

 

居室 

 

居室 

 

  

ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ   

バルコニー   
  

バルコニー   
  ﾘﾋﾞﾝｸﾞと一体的に 

利用できる空間 

  

ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ   

高い開放性を 
  有する建具 

  

子ども   
部屋   
  

 あああ：用語の定義・考え方  【 】：参考・参考例 
表中の凡例 

 ：住戸専用部分   ：共用部分   ：その他 専 共 他 
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視点１ 快適で安心　＜住戸専用部分＞

1．子どもの成長に応じて暮らしを変化させられる工夫

項目 図面番号 備考

・ 高さ ㎝ １５

・ 図面上の室名 １１～１３

・ 具体的な内容を記入

適合数計 １ 適合必要数　１

２６５

基準（適合するものに☑） 今回の計画概要

躯体天井の高さが265㎝以上ある。

リビング
（１）
間取りの変化
<住戸専用部
分>

①

子どもの成長に応じて暮らしを変化さ
せられるよう、上記と同等以上の工
夫を行っている。

間取りの変更により子ども部屋を確
保できる平面計画である。

② ※間取りの変更後の子

ども部屋を明示

（子ども部屋の目安:5畳

程度）

※図面に寸法線を記載

間取りの変更により子ども部屋を確
保できる平面計画である。

③

（A～Cタイプ）

（D～Fタイプ）

（様式２）

計画名称

申請区分

種別

【選択数集計表】

安心のための工夫

１．子どもの成長に応じて暮らし
　　を変化させられる工夫

（１） 間取りの変化 1 １

（１） 生活音対策 2 ２

（２） シックハウス対策 1 １

（３） 整理整頓 1 ３

１．子どもの様子を確認できる
　　工夫

（１） 間取り等の工夫 1 １

（１） 転倒事故防止 2 ３

（２） 指はさみ事故防止 1 １

（３） その他の対策<住戸専用部分> 3 ４

（４） その他の対策<共用部分> 3 ３

（５） 転落防止 1 １

３．侵入を防止する工夫 （１） 防犯 1 １

４．災害に備える工夫 （１） 防災 1 １

（１） 移動 2 ２

（２） 便利 2 ４

（１） 子どもに便利 1 １

（２） 大人にも便利 1 １

（１） キッズルーム等 1 １

（２） 児童遊園等 1 １

（１） 子育て支援情報の提供 1 １

（２） 子育て世帯のコミュニティ形成 1※ １

（３）
ソフト面からの支援や周辺環境の
充実

2 ３

30
29 ３７

１．便利でスムーズにお出かけ
　　できる工夫

２．暮らしに便利な工夫

１．屋内外で遊んだり、交流
　　したりできる工夫

適合
必要数

合計
分譲
賃貸

視点４
楽しくて安心

視点５
いろいろ安心

視点３
便利で安心

子育て仕様・支援計画書

（仮称）▲▲▲マンション新築工事

 １．事前協議　  ２．計画認定申請 　 ３．変更認定申請 　 ４．竣工届･竣工認定申請

　１．分譲　　　 ２．賃貸

・次頁以降の【計画概要】を作成し、その内容に沿って、項目ごとの基準の適合数と合計を記載してください。

適合数

２．子どもも大人も快適に
　　暮らせる工夫

２．事故を防止する工夫

※賃貸マンションについてはこの限りでない。

視点１
快適で安心

項目

区分
視点

視点２
安全で安心

１．子育て支援する工夫や
　　子育てしやすい周辺環境
　　が充実している

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

左ページ(P.23)解説中の図示の例を参照 

（計画名称） 

認定申請書（様式１）に記載した

名称を記入 

（適合数） 

今回の計画で、適合している基

準の数を記入 

（合計数） 

全適合数を記入 

全住戸が１つの基準を満たしている場合、適合数は１とカウント。

住戸タイプで選択した基準が異なり、各住戸タイプでいずれか１つ

の基準のみ満たしている場合、適合数は１とカウント。 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

工夫を説明する資料（図面）を添付し、

別紙とすることも可 
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２．子どもも大人も快適に暮らせる工夫 

項目 基準 用語の定義/考え方/参考例 

（
１
）
生
活
音
対
策 

 

①上階界床及び下階

界床は、日本本工業

規格 Li,r,L-45 等級

相当以上の構造であ

る。 

【住宅性能表示基準・評価方法基準】（軽量衝撃音対策） 

遮音等級 
人の走り回り、 

飛び跳など 
等級 解説 生活実感 

Li,r,L-45 小さく聞こえる 等級5 
特に優れた軽量床衝撃音

の遮音性能 
スプーンを落とすと、かすかに聞こえる 

 

②界壁は、日本工業

規格Rr-50等級相当

以上の構造である。 

【住宅性能表示基準・評価方法基準】（透過損失等級（界壁）） 

遮音 級 
大きい音 

(ピアノ・ステレオ) 

一般の発生音 

（テレビ・ラジオ） 
等級 解説 生活実感 

Rr-55 かすかに聞こえる 通常では聞こえない 等級4 
特に優れた空気伝

搬音の遮音性能 
隣戸の気配を感じない 

Rr-50 小さく聞こえる ほとんど聞こえない 等級3 
優れた空気伝搬音

の遮音性 

日常生活で気兼ねなく

生活できる。隣戸をほ

とんど感じない 
 

（
２
）
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策 

①内装仕上げ及び天

井裏等に日本住宅性

能表示基準「6-1 ホ

ルムアルデヒド対策

（内装及び天井裏

等）」で規定する合板

や複合フローリング

などの建築材料（以

下「特定建材」とい

う）を使用する場合

は、同基準の等級３

相当以上とする。 

 

【日本住宅性能表示基準・評価方法基準】 

特定建材 

住宅の一部となった後もホルムアルデヒドを発散する可能性のある木質建材、壁紙、接着剤等、建築

基準法の内装制限の対象となっているものと同一。 

例）：合板、木質系フローリング（単層フローリングを除く）構造用パネル、集成材、単層積層材、 

MDF、パーティクルボードなど 
 

等級３ 

F☆☆☆☆のみ使用 
 
F☆☆☆☆ 

ホルムアルデヒドを発散する建材の発散量の等級。JIS,JAS又は国土交通省大臣の認定により等級 

付けされる。☆が多いほど放散レベルが低い。 

（
３
）
整
理
整
頓 

 

① 収 納 率

（次式で算定したも

の）が８％以上ある。 

＜算定式＞ 

（S1＋S2）／当該

住戸の専有部分の面

積（㎡）×100 

S1：高さ 180cm 以

上の収納部分の水平

投影面積（㎡) 

S2：高さ 180cm 未

満の収納部分の水平

投影面積(㎡)×（当該

収 納 部 分 の 高 さ

（cm）／180） 

 
収納空間                                

押入れやクロゼット、造り付けの家具等で扉が付いているもの。 

キッチンの吊戸棚や玄関周りのシューズクローク等含む。 

 

【収納面積の算出例（右図参照）】 

S1:0.9m×1m=0.9㎡ 

S2:0.6m×0.9m×（90÷180）=0.27㎡ 

収納面積:0.9+0.27=1.17㎡ 

 

 

 

② 玄関周り

に、ベビーカー、三輪

車等を置くことがで

きる一辺 50cm 以

上、他辺 100cm 以

上のスペースがある

（玄関扉の軌跡部分

を除く）。 

【スペースの図り方（右図参照）】              図示の例 

 右図でBが50㎝であればAは100㎝以上必要。 

玄関扉の軌跡部分や通行の妨げとなる部分を除くスペース。 

 アルコーブの一部に柱型など障害物がある場合は、有効寸法 

で必要な空間を確保すること。 

（管理規約上、物を置けるようになっていること。） 

 

<適用外>  

・玄関の内側 

③玄関の付近に、遊

具や泥のついたもの

を収納できるトラン

クルーム等の収納空

間がある。 

 
泥のついたものを収納できる収納空間 

玄関内にSICや土間収納がある場合も可。 

【トランクルームの例】 

 

 

<適用外> 

・下足箱（棚板の高さを調整でき、ベビーカー等を 

収納できる場合を除く） 

・メーターボックスの一部に設けた収納空間 

・防災倉庫 

 

専 

専 

 

 

A

B

2000

900

1000 900

押入
物入 600

900

S1 

S２ 

単位（mm） 

ベビーカー置場 

アルコープ 

100 ㎝ 

50 ㎝ 

↓下足箱は不可

↑土間収納

図示の例 

専 
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２．子どもも大人も快適に暮らせる工夫

項目 図面番号 備考

・ 日本工業規格 ３５

Li,r,L- 等級

等級

・ 日本工業規格 ３５

Rr- 等級

等級

適合数計 ２ 適合必要数　２

内装 ３５

・ 特定建材の使用 有 無

↓

・

F☆☆☆☆（等級３）

天井裏等

・ 特定建材の使用 有 無

↓

・

F☆☆☆☆（等級３）

適合数計 １ 適合必要数　１

・ 収納率 ％ ８～１０

％ １１～１３

・ 大きさ ８～１３

1辺 ㎝

他辺 ㎝

・ 大きさ ８～１３

高さ ㎝

幅 ㎝

奥行き ㎝

④ ・ 具体的な内容を記入

適合数計 ３ 適合必要数　１

（D～Fタイプ） 8.8

8.5

４５

５０

（A～Cタイプ）

※等級がわかるカタロ

グ等を添付

住宅性能表示基準｢8-2　軽量床衝撃音対策」：等級5相当以上

①

②

特定建材のうち最もホルムアルデヒド発
散が大きい建材

特定建材のうち最もホルムアルデヒド発
散が大きい建材

※等級がわかるカタロ

グ等を添付

※等級がわかるカタロ

グ等を添付

５０

９０

９０

土間収納

１８０

１００

①

③

②

界壁は、日本工業規格Rr-50等級相
当以上の構造である。

玄関周りに、ベビーカー、三輪車等を
置くことができる一辺50cm以上、他
辺100cm以上のスペースがある（玄
関扉の軌跡部分を除く）。

上階界床及び下階界床は、日本工
業規格Li,r,L-45等級相当以上の構
造である。

　住宅性能表示基準｢8-3　透過損失等級（界壁）」：等級3相当以上

① 内装仕上げ及び天井裏等に日本住
宅性能表示基準「6-1ホルムアルデ
ヒド対策（内装及び天井裏等）」で規
定する合板や複合フローリングなど
の建築材料（以下「特定建材」とい
う）を使用する場合は、同基準の等
級３相当以上とする。

（３）
整理整頓
<住戸専用部
分>

子どもも大人も整理整頓がしやすい
よう、上記と同等以上の工夫を行っ
ている。

（１）
生活音対策
<住戸専用部
分>

収納率（次式で算定したもの）が８％
以上ある。
＜算定式＞
（S1＋S2）／当該住戸の専有部分の
面積（㎡）×100
S1：高さ180cm以上の収納部分の水
平投影面積（㎡)
S2：高さ180cm未満の収納部分の水
平投影面積(㎡)×（当該収納部分の
高さ（cm）／180）

（２）
シックハウス
対策
<住戸専用部
分>

図面上の名称

基準（適合するものに☑） 今回の計画概要

玄関の付近に、遊具や泥のついたも
のを収納できるトランクルーム等の収
納空間がある。

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

床部材が遮音等級 Li,r,L-45 である

ことが分かるカタログ等を添付 

普通コンクリートを用い

た厚さ 18 ㎝以上の鉄筋

コンクリート造、鉄骨鉄

筋コンクリート造又は鉄

骨コンクリート造である

ことが分かる図面か、Rr-

50 以上であることが分

かるカタログ等を添付 

工夫を説明する資料（図面）を添付し、

別紙とすることも可 

タイプで異なる場合は、 

タイプ別に記入 

項目ごとに適合数を記入し、

必要数以上あるかを確認 

該当する□にチェックする 
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視点２ 安全で安心 ＜住戸占用部分・共用部分＞ 
１．子どもの様子を確認できる工夫 

項目 基準 用語の定義/考え方/参考例 

（
１
）
間
取
り
等
の
工
夫 

 

①子どもの様子が確

認できるよう、キッ

チンは対面式として

いる。 

 
対面式キッチン 

調理スペースがダイニングやリビングに向いたタイプ。調理をしながら子どものいるスペースを見守

れるもの。キッチンスペースとダイニング・リビング等の間にカウンターやアーチカットが設けられ

ているようなオープン型も可とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

カウンターキッチン    アイランド型キッチン   独立型キッチン 

②家族が集うリビン

グやダイニングに

は、子どもが遊んだ

り、勉強でき、親がテ

レワークできるスペ

ース（リビングやダ

イニングと一体的に

利用できる和室、書

斎コーナーなどがあ

る場合も含む）があ

る。 

 
子どもが遊んだり、勉強したりできるスペース       

リビングやダイニングが十分に広い場合も含む。          

（15畳程度を目安とする） 

 

 

【整備例（右図参照）】 

リビングに面する建具を解放でき、一体的に 

使用できる和室がある。 

２．事故を防止する工夫 

項目 基準 用語の定義/考え方/参考例 

（
１
）
転
倒
事
故
防
止 

 

①転倒対策として、日本

住宅性能表示基準「9-1

高齢者対策等級（専用部

分）」の等級３の「段差」

の基準を満たしている。 

【日本住宅性能表示基準・評価方法基準】 

等級３の「段差」の基準 

住戸専用部分の床が、段差のない構造（5㎜以下の段差が生じるものを含む。）であること。 

<適用外> 

玄関出入り口・くつづりと玄関外側・くつづりと玄関土間・玄関の上がりかまち・浴室出入口・ 

バルコニー出入り口 

②素足で使用することが

多い洗面室・脱衣所など

の床には、滑り抵抗係数

（CSR）0.6以上の床材

を使用している。 

【日本建築学会の推奨値】 

CSR≧0.6 

素足で動作し大量の水や石鹸水などがかかる床でゆっくりとした動作をする場合に、すべったり

つまずいたりすることによる転倒事故が発生しにくい推奨値。 

<適用外> 

カタログに「防滑性」とだけ書かれているもの。 

③転倒した際にけがをし

ないよう、弾力性に考慮

した下地や、フローリン

グ、クッションフロアな

どの床材を使用してい

る。（バルコニー、アルコ

ープ等の外部空間は除

く） 

 
対策が必要な部屋 

躯体に直接仕上げをする居室やリビング等。 

 

 

 

 

④キッチンのカウンター

テーブルの角の面取り

等、子どもがぶつかりや

すい部分には、大きなけ

がをしないような措置を

講じている 

 

 
面取り 

2～3ｍｍ以上とし、R 加工や 

樹脂性のコーナーガード、キャ 

ップをかぶせる工夫でも可。 

<適用外> 

コーナーガードを入居者に 

配布する方法は除く 

⑤転倒対策として、便所

の立ち座り及び浴槽出入

りのための手すりを設置

している。 

 

 

 

 

 

専 

専 

 

リビング

和室 台所
建具を開放できる

部分を破線とする

などして明示する

こと。 

ｷｯﾁﾝ 
ｷｯﾁﾝ 

ｷｯﾁﾝ 

○ ○ 

ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ･ﾘﾋﾞﾝｸﾞ ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ･ﾘﾋﾞﾝｸﾞ ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ･ﾘﾋﾞﾝｸﾞ 

× 

【対面式キッチンの例】 

図示の例 

角にかんなを軽くかけ 

た程度（0.6～0.7ｍｍ） 

2～3mm 以上 R 加工 コーナーガード等 

【弾力性に考慮した床仕上げ例】 

【手摺設置の例】 

（約4.5畳） 

（約13畳） 
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２．事故を防止する工夫

項目 図面番号 備考

住戸専用部分の床が段差のない構造 ８～１３

（段差が5㎜以下）

＜適用除外の段差＞

・ 玄関出入口

・ くつずりと玄関外側

・ くつずりと玄関土間

・ 玄関のあがりかまち

・ 浴室出入口

・ バルコニー出入口

・ 床材名・材質

・ メーカー

・

・ 場所・室名 ３５

・ 床材名・材質

・ メーカー

・ 措置の場所等 ８～１３

・ 措置の内容

便所の手すり

浴槽手すり

・ 具体的な内容を記入

適合数計 ３ 適合必要数　２ （①を含む）

キッチンカウンター

３ｍｍの面取り

リビング

子ども部屋

フローリング

○○建材（株）

基準（適合するものに☑） 今回の計画概要

素足で使用することが多い洗面室・
脱衣所などの床には、滑り抵抗係数
（CSR）0.6以上の床材を使用してい
る。

⑥

⑤

転倒対策として、日本住宅性能表示
基準「9-1高齢者対策等級（専用部
分）」の等級３の「段差」の基準を満
たしている。

①

②

③

④

※仕様がわかるカタロ

グ等を添付

転倒対策として、便所の立ち座り及
び浴槽出入りのための手すりを設置
している。

転倒事故を防止するよう、上記と同
等以上の工夫を行っている。

転倒した際にけがをしないよう、弾力
性に考慮した下地や、フローリング、
クッションフロアなどの床材を使用し
ている。（バルコニー、アルコープ等
の外部空間は除く）

キッチンのカウンターテーブルの角の
面取り等、子どもがぶつかりやすい
部分には、大きなけがをしないような
措置を講じている。

※躯体に直接仕上を

しない居室等は対策

不要

※仕様がわかるカタロ

グ等を添付

ＣＳＲ（滑り抵抗係数）（１）
転倒事故防止
<住戸専用部
分>

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．子どもの様子を確認できる工夫

項目 図面番号 備考

対面式キッチン有 １１～１３

・ 面積 畳 ８～１０

・ 図面上の名称

・ 具体的な内容を記入

適合数計 １ 適合必要数　１

（D～Fタイプ）

基準（適合するものに☑） 今回の計画概要

①

②

③ 子どもが遊んだり、勉強したりする様
子を確認できるよう、上記と同等以上
の工夫を行っている。

リビング・和室

家族が集うリビングやダイニングに
は、子どもが遊んだり、勉強でき、親
がテレワークできるスペース（リビン
グやダイニングと一体的に利用でき
る和室、書斎コーナーなどがある場
合も含む）がある。

※図面以外の資料

（販売パンフ等）があ
れば添付

※リビングやダイニン

グが十分に広い場合
も含む（目安：15畳程
度）

※該当するスペース
がわかるよう図示

（１）
間取り等の工
夫
<住戸専用部
分>

子どもの様子が確認できるよう、キッ
チンは対面式としている。

（A～Cタイプ）17.5

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

場所等が複数ある場合でも、床材、

措置の内容が同じ場合は、場所・室

名欄のみ追加して記入 

面取の場合は寸法を合わせて記入 

工夫を説明する資料（図面）を添付し、

別紙とすることも可 

工夫を説明する資料（図面）を添付し、

別紙とすることも可 

項目ごとに適合数を記入し、

必要数以上あるかを確認 

該当する□にチェックする 

左ページ(P.27)解説中の 

図示の例を参照 

①の適合は必須 
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項目 基準 用語の定義/考え方/参考例 

（
２
）
指
は
さ
み
事
故
防
止 

 

①指はさみ事故防止のた

め、以下の対策を全て講

じている。 

ア  玄関扉及び風のと

おり道となるリビングド

アなどの開き戸にはドア

クローザ―を設置してい

る。 

イ  玄関の吊元部分に

指はさみ防止加工をして

いる 

ウ 引き戸（押入れ等の

収納スペースに設けるも

のは除く。）には戸尻の隙

間が２cm 程度となるよ

うなストッパーを設置し

ている又は戸尻側にスロ

ークローズ機能を備えた

引き戸を使用している等

の指はさみ防止対策を講

じている。 

 

          

（
３
）
そ
の
他
の
対
策 

 

①鍵つきの扉は全て、閉

じ込め防止のため、外側

からも簡単に開けられる

ようになっている。 

 
閉じ込め防止対策 

外側からコイン等で開けられる非常解錠装置が付いているものなど 

②浴室の扉には、チャイ

ルドロックを設置してい

る。 

 
チャイルドロックの設置高さ 

子どもが誤って浴槽に落ちるなどの事故 

を防止するため、脱衣室側から施錠でき、 

乳幼児（０～４歳）がひとりで開けられ 

ないよう、概ね床面から140㎝以上の高さ 

に設置する。 

右図のような開けにくい構造のものは 

140㎝より低くても可。 

 

③リビングのコンセント

部には、感電防止のため

の措置を講じている。 

 
感電防止のための措置 

扉付きコンセント，コンセントカバーの設置 など 

<適用外> 

容易に取り外しができるコンセントキャップなど 

④台所包丁収納ポケット

には、チャイルドロック

を設置している。 

【台所包丁収納ポケットの例】 

 

  

⑤浴室の水栓金具には、

火傷防止対策を講じてい

る。 

火傷防止対策 

水温自動調節機能だけでなく、水栓の高温になる部分での 

火傷を防止するよう、水栓を埋め込み式にしている、又は 

カバーを設置する など 

専 

専 

 玄関扉 

バルコニー 

ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾄﾞｱ 

LDK 

 

バ
ル
コ
ニ
ー 

玄関扉 

ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾄﾞｱ 

LDK 

ウ 戸尻の隙間 

引戸を開けた際の扉枠と戸尻の間 

開いている 

図示の例 

住戸詳細図にプロットし、仕様ごとに凡例分ける。 

閉まっている 

  

2 ㎝程度のストッパーを設置 

【隙間確保の例】 

イ【指はさみ防止加工の例】 ア 風のとおり道 

【スロークローズ機能の例】 

【開けにくい構造】 【チャイルドロックの高さ】 

戸尻側 
戸尻側 

凡　例 仕　様 資　料

○ 　ドアクローザー A

△ 　戸当たりゴム B

□ 　スロークローズ引戸 C

● 　外部開錠タイプ（コイン錠） D

▲ 　チャイルドロック E

■ 　コンセント（扉付） F

ロック解除時 

【火傷防止カバーの例】 

ロック時 

【コンセントカバーの例】 
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項目 図面番号 備考

① ドアクローザーの設置 ８～１３

玄関扉 ２３
ア リビングドア

その他 （　　　　　　　　　　　　　　）

イ 玄関扉吊元部分 ８～１３

指はさみ防止加工 ２３
ウ 引き戸の仕様 ８～１３

ストッパー設置

・ 引き戸の数 箇所

・ 戸尻の隙間 ㎝

スロークローズ機能

・ 引き戸の数 箇所

適合数計 １ 適合必要数　１

玄関扉の吊元部分には指はさみ防
止加工をしている。

今回の計画概要

２

基準（適合するものに☑）

引き戸（押入れ等の収納スペースに
設けるものは除く。）には戸尻の隙間
が2cm程度となるようなストッパーを
設置している又は戸尻側にスローク
ローズ機能を備えた引き戸を使用し
ている等の指はさみ防止対策を講じ
ている。

指はさみ事故防止のため、以下の対
策の全てを講じている。

玄関扉及び風のとおり道となるリビン
グドアなどの開き戸にはドアクロー
ザーを設置している。

※ストッパーを設置又
はスロークローズ機

能を備えたを建具が
わかるよう図示

※仕様がわかるカタロ
グ等を添付

２

１

※ドアクローザーを設
置した建具がわかるよ
う図示

※仕様がわかるカタロ
グ等を添付

（２）
指はさみ事故
防止
<住戸専用部
分>

※仕様がわかるカタロ

グ等を添付

・ 扉 ２ 箇所 ８～１３

・ 対策の内容 ２３

・ 対策の内容 ４０

・ 床面からの高さ ㎝

・ コンセント ６ 箇所 ８～１３

・ 対策の内容

チャイルドロック設置

・ 対策の内容 ２０

・ 具体的な内容を記入

適合数計 ４ 適合必要数　３ （①及び②を含む）

リビングのコンセント部には、感電防
止のための措置を講じている。

③

（３）
その他の対策
<住戸専用部
分>

④

事故を防止するよう、上記に類する
工夫を行っている。

台所包丁収納ポケットには、チャイル
ドロックを設置している。

浴室の水栓金具には、火傷防止対
策を講じている。

浴室の扉には、チャイルドロックを設
置している。

断熱カバーの設置

①

② ※仕様がわかるカタロ
グ等を添付

※コンセント位置を図
示
※仕様がわかるカタロ
グ等を添付

鍵つきの扉は全て、閉じ込め防止の
ため、外側からも簡単に開けられるよ
うになっている。

⑤

⑥

コイン錠

１４０

チャイルドロック

扉付コンセント

※鍵つき扉の位置を
図示
※仕様がわかるカタロ
グ等を添付

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ストッパーの寸法が書かれ

たカタログなど 

左ページ(P.29)解説

中の図示の例を参照 

工夫を説明する資料（図面）を添付し、

別紙とすることも可 

左ページ(P.29)解説中の図示の例を参照 

１住戸当たりの箇所数を記入 

感電防止策をした１住戸当たりのコ

ンセント箇所数と対策内容を記入 

閉じ込め防止対策をした扉の箇所数

と対策内容を記入 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

項目ごとに適合数を記入し、

必要数以上あるかを確認 

項目ごとに適合数を記入し、

必要数以上あるかを確認 

該当する□にチェックする 

①及び②の適合は必須 
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項目 基準 用語の定義/考え方/参考例 

（
４
）
そ
の
他
の
対
策 

 

①安全のため、マンショ

ンの敷地内では歩行者と

車の主要な動線を交差さ

せていない又は明確に区

分している。 

【主要な動線を交差させていない例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

②歩行者の安全性の確保

や隣地への落下物による

危険を防止するため、マ

ンション内の建築物の各

部分で開口部（窓及びバ

ルコニー（縦格子手すり

の手すり子等の間隔が

100㎜以上の場合に限

る。））がある場合は、敷地

境界線（敷地内に歩道が

ある場合は歩道）から当

該部分の高さの平方根の

２分の１以上離し、その

範囲を植栽等で人が立ち

入らないようにしている

又は開口部は安全ガラス

を使用したはめごろし窓

とする等の措置を講じて

いる。 

 

 

 

 
落下物による危険を防止するための措置 

・開口部を開閉しない仕様のもの  

例）はめごろし窓 など（床面から150㎝以上の高い部分のみが開閉する場合も含む） 

・ストッパー等で100㎜以下の開放制限をしているもの（鍵やドライバー等で制限解除できるも

のは不可） 

・開口部に面格子（＠100㎜以下）を設置 

・落下防止庇を設置 

・腰窓高さ900mm以上のみ開放できる開口部に面して、サービスバルコニーを設置 

 

 

 
 

③エントランスホールや

キッズルーム、集会所等

にある面積の大きな透明

ガラスには、衝突による

事故を防止するため、安

全ガラスとする又は視認

性を高める等して、衝突

による事故を防止する対

策を講じている。 

 
面積の大きな透明ガラス            <適用外> 

 短辺の長さが45㎝以上、かつ、床面から測って 

 60㎝未満の高さに下辺のある透明ガラス。 

          

 

 

 

 

 

 

 

安全ガラス 

割れたときの安全性が考慮された合わせガラスや強化ガラスなど 

【参照】安全・安心ガラス設計施工指針（(財)日本建築防災協会） 

（平成２６年９月改定版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

45㎝以上

60㎝未満

【適用外の例（出窓）】 

図示の例 

車・自転車 

の出入口 
駐車場 住棟 

住棟 

エントランス 

ガラス面が壁面から測って 30 ㎝以上屋

外へ突出している場合は（衝突の恐れが

ない）とする。 

30cm以上 

  𝐻×1/2 

 

  𝐻×1/2 

 

 

住棟 

植込 

車寄せ 

歩道 

歩道 

車道 

【明確に区分している例】 
・車道と歩道の舗装の色が違う 

・車道と歩道の境界に柵を設置し、横断する場所を

横断線等で限定している 

H:落下物の危険のあ

る部分までの高さ

√H×1/2

敷地境界線又は敷地内歩道の境界線 

H：落下物の危険の 

ある部分までの 

高さ 

  𝐻×1/2 
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項目 図面番号 備考

３

・ 落下物による危険防止措置が必要な開口部 ３

有 （　窓　・　バルコニー　） 無

↓

落下防止措置を講じている

具体的な内容を記入

・ 場所・位置 ２２

・ 対策の内容

安全ガラス

視認性の確保

具体的な内容を記入

適合数計 ３ 適合必要数　３

今回の計画概要

エントランスホールやキッズルーム、
集会所等にある面積の大きな透明ガ
ラスには、衝突による事故を防止す
るため、安全ガラスとする又は視認
性を高める等して、衝突による事故を
防止する対策を講じている。

③

基準（適合するものに☑）

歩行者の安全性の確保や隣地への
落下物による危険を防止するため、
マンション内の建築物の各部分で開
口部（窓及びバルコニー（縦格子手
すりの手すり子等の間隔が100㎜以
上の場合に限る。））がある場合は、
敷地境界線（敷地内に歩道がある場
合は歩道）から当該部分の高さの平
方根の２分の１以上離し、その範囲
を植栽等で人が立ち入らないようにし
ている又は開口部は安全ガラスを使
用したはめごろし窓とする等の措置
を講じている。

（４）
その他の対策
<共用部分>

動線を交差させていない又は明確に区分している①

※開口部のある建築
物の各部分と敷地境
界線の距離を図面に
明示

※措置をしている場所
がわかるよう図示

②

敷地境界線（敷地内に歩道がある場合は歩道）
から当該部分の高さの平方根の2分の1以上離
し、その範囲を植栽等で人が立ち入らないように
している

安全のため、マンションの敷地内で
は歩行者と車の主要な動線を交差さ
せていない又は明確に区分してい
る。

高さ１．２ｍの部分に衝突防止シー
ルを貼る

エントランス、キッズルーム

※敷地内での歩行
者・車の動線を図示

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左ページ(P.31)解説中の図示の例を参照 

設置場所ごとに内容が

異なる場合は、欄を追加 

 

√H×１／２以上離れていない

場所の措置内容を記入 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

項目ごとに適合数を記入し、

必要数以上あるかを確認 

該当する□にチェックする 
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項目 基準 用語の定義/考え方/参考例 

（
５
）
転
落
事
故
防
止 

・

 

①転落防止のため、マンショ

ン内の建築物には、以下の対

策の全てを講じている。ただ

し、避難階段など、居住者等

が常時通行・利用しない部分

は除く。 

ア 屋上には、高さ 180cm

以上の手すりを設置してい

る。 

イ 窓には、足のかかる部分

がない場合は高さ 110cm 以

上、足のかかる部分がある場

合は足のかかる部分の高さに

85cm を加えた高さ以上（当

該高さが 110cm 未満の場合

は、110cm 以上とする）の

手すりを設置している。 

ウ 吹き抜けに面する階段に

は、足のかかる部分がない場

合は 120cm 以上、足のかか

る部分がある場合は足のかか

る部分の高さに 85cm を加え

た高さ以上（当該高さが

120cm 未満の場合は

120cm 以上）の手すりを設

置している。 

エ バルコニー及び直接外気

に開放されている階段、廊下

等には、足のかかる部分がな

い場合は 110cm 以上、足の

かかる部分がある場合は足の

かかる部分の高さに 110cm

を加えた高さ以上の手すりを

設置している。 

オ 上記ア～エの手すりはす

べて、子どもがよじ登れない

よう縦格子等の形状にし、手

すり子と手すり子の隙間は

11cm 未満としている。 

カ 上記ア～エの手すりはす

べて、子どもが頭等を入れら

れないよう下弦材と床との隙

間は 9cm 未満としている。 

キ 上記ア～エの手すりの周

囲には、足がかりとなるもの

を設置せず、入居者に対して

も、管理規約等によりその旨

を徹底している。 

 
足のかかる部分（足がかり） 

子どもが他の部分につかまりながら登る 

危険性のある部分 

T1≦65㎝ 

 

  

 

 

手すり子の隙間 

隙間は全て内法寸法で計測する 

D１＜11㎝   

D2＜9㎝ 

 

 

イ 窓 

・足がかりがある（T1≦65 ㎝）場合 

T２＝85 ㎝ 

（T1＋T2＜110 ㎝ の場合は、T≧110 ㎝） 

・足がかりがない（T1＞65 ㎝）場合 

T≧110 ㎝ 

 

<適用外> 

転落した場合の高さが１ｍ以下の空間で、Fix窓など開閉

できない窓のように転落する恐れのないもの。 

 

 

ウ 吹き抜けに面する階段 

・足がかりのある（T1≦65 ㎝）場合 

T２＝85 ㎝ 

（T1＋T2＜120 ㎝ の場合は、T≧120 ㎝） 

・足がかりがない（T1＞65 ㎝）場合 

T≧120 ㎝ 

 

 

 

 

 

エ バルコニー及び直接外気に開放されている階段、廊下等 

・足がかりのある（T1≦65 ㎝）場合 

T２＝110 ㎝ 

・足がかりがない（T1＞65 ㎝）場合 

T≧110 ㎝ 

 

 

 

 

 

 

キ【管理規約への記載例】 

 バルコニーの手摺など、転落の恐れのあるところに踏み台になるものを置く事を禁止す

る。特に子どもが上がらないよう十分注意すること 

共 

専 

T1 
T1 

T1

Ｔ

85㎝

T1

80㎝

Ｔ

T1

Ｔ２ Ｔ

T1

Ｔ２

T1

Ｔ２ Ｔ

T1

Ｔ２

D1 

D2 

T 

T1

Ｔ

85㎝

T1

80㎝

Ｔ

T1

Ｔ２ Ｔ

T1

Ｔ２

T1

Ｔ２ Ｔ

T1

Ｔ２
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項目 図面番号 備考

①

屋上

・ 居住者等の常時通行・利用

可 不可

↓

ア ・ 手すり高さ ㎝

・ 手すり子間隔 ㎝

・ 下弦材と床の隙間 ㎝

足がかりとなるものの設置無し

イ 窓 １５

・ 足のかかる部分 有 無

・ 手すり高さ ㎝

・ 手すり子間隔 ㎝

・ 下弦材と床の隙間 ㎝

足がかりとなるものの設置無し

ウ 吹き抜けに面する階段

・ 足のかかる部分 有 無

・ 手すり高さ ㎝

・ 手すり子間隔 ㎝

・ 下弦材と床の隙間 ㎝

足がかりとなるものの設置無し

エ １４

・ 足のかかる部分 有 無

・ 手すり高さ ㎝

・ 手すり子間隔 ㎝

・ 下弦材と床の隙間 ㎝

足がかりとなるものの設置無し

オ

※ 上記に手すり設置個所ごとに記載

カ

キ 入居者に対する徹底方法

具体的な内容を記入

適合数計 １ 適合必要数　１

（５）
転落防止
<住戸専用部
分／共用部分
>

今回の計画概要

※管理規約等を添付

※手すりの位置・形

状・仕様がわかる図面

等を添付

※手すりの位置・形

状・仕様がわかる図面

等を添付

手すりの周囲には、足がかりとなるものを設置し
ないことの徹底

上記ア～エの手すりの周囲には、足
がかりとなるものを設置せず、入居
者に対しても、管理規約等によりそ
の旨を徹底している。

上記ア～エの手すりはすべて、子ど
もがよじ登れないよう縦格子等の形
状にし、手すり子と手すり子の隙間
は11cm未満としている。

屋上には、高さ180cm以上の手すり
を設置している。

※手すりの位置・形

状・仕様がわかる図面

等を添付

バルコニー及び直接外気に開放され
ている階段、廊下等には、足のかか
る部分がない場合は110cm以上、足
のかかる部分がある場合は足のか
かる部分の高さに110cmを加えた高
さ以上の手すりを設置している。

転落防止のため、マンション内の建
築物には、以下の対策の全てを講じ
ている。ただし、避難階段など、居住
者等が常時通行・利用しない部分は
除く。

窓には、足のかかる部分がない場合
は高さ110cm以上、足のかかる部分
がある場合は足のかかる部分の高さ
に85cmを加えた高さ以上（当該高さ
が110cm未満の場合は、110cm以
上）の手すりを設置している。

吹き抜けに面する階段には、足のか
かる部分がない場合は120cm以上、
足のかかる部分がある場合は足の
かかる部分の高さに85cmを加えた
高さ以上（当該高さが120cm未満の
場合は120cm以上）の手すりを設置
している。

上記ア～エの手すりはすべて、子ど
もが頭等を入れられないよう下弦材
と床との隙間は9cm未満としている。

※手すりの位置・形

状・仕様がわかる図面

等を添付

１１５

９

バルコニー及び直接外気に開放された
階段、廊下等

６

６

９

１２０

管理規約に注意点を記載し、
入居者へ周知する。

基準（適合するものに☑）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

高さの異なる手すりが複数

ある場合は、欄を追加して

全て記入 

項目ごとに適合数を記入し、

必要数以上あるかを確認 

該当する□にチェックする 
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３．侵入を防止する工夫

項目 図面番号 備考

・ 書類審査適合証 　　　年　　月　　日

・ 推薦証 　　　年　　月　　日

・ 登録証 　　　年　　月　　日

② 住戸の玄関扉の鍵 ２３

ツーロック

不正解除対策

ア 対策の内容

① 「大阪府防犯モデルマンション登録
制度」の推薦証・登録証の交付を受
けるものである。

基準（適合するものに☑） 今回の計画概要

住棟内への侵入を防止するよう、以
下の対策の全てを講じている。

各住戸の玄関扉の鍵はツーロックと
し、ピッキング等の不正解除に配慮
したものとしている。

（１）
防犯
<住戸専用部
分／共用部分
>

ディンプルキー

３．侵入を防止する工夫 

項目 基準 用語の定義/考え方/参考例 

（
１
）
防
犯 

・

 

①「大阪府防犯モデルマンション

登録制度」の推薦証・登録証の交

付を受けるものである。 

【大阪府防犯モデルマンション登録制度】 

大阪府防犯協会連合会が防犯上犯罪に遭いにくい構造、設備の基準を満たしていると認め

られるマンションを「防犯モデルマンション」として登録し、マンションにおける防犯環

境を整備し防犯意識の高揚と犯罪の予防を進めるための制度です。 

審査手数料、登録料、更新審査手数料が必要です。 

 

詳しくは大阪府防犯協会連合会の HP をご確認下さい。 

（社団法人 大阪府防犯協会連合会 HP） 

http://www.daibouren.or.jp/top.html 

 

②住棟内への侵入を防止するよ

う、以下の対策の全てを講じてい

る。 

ア 各住戸の玄関扉の鍵はツー

ロックとし、ピッキング等の不正

解除に配慮したものとしている。 

イ 全住戸に非常通報装置を設

置し、常時、管理人又は警備会社

が対応、措置できる体制を確保し

ている。 

ウ 共用玄関、エレベーター内、

キッズルーム前（鍵の管理が管理

人等によらない場合に限る。）に

防犯カメラを設置している。ま

た、エントランスホール、１階エ

レベーターホール、メールコーナ

ー、駐輪場、駐車場、児童遊園、

ごみ置き場、トランクルームにつ

いても、周囲からの見通しが確保

されない場合は防犯カメラを設

置している。 

エ 共用玄関扉に不正開扉に配

慮したオートロック機能を備え

ている。 

オ エレベーターのかご内に、非

常押しボタンを床面から 1.5m

以下の壁面に設置し、エレベータ

ー外部の防犯ベルと連動してい

る。また、エレベーターに窓等が

設置されていない場合は、エレベ

ーターホールの見やすい場所に、

かご内の状況を映すモニターを

設置している。 

カ バルコニー、屋上、隣接する

建物等が近接し、共用廊下及び共

用階段に侵入の恐れがある場合

は、侵入防止対策を講じている。 

 

 

 

 

 

ア 不正解除に配慮した鍵 

ディンプルキー、カードキー、指紋認証キーなど防犯性に優れたもの。 

 

イ 【即応体制の例】 

  ホームセキュリティサービスの導入など 

 
 
ウ 防犯カメラの設置 

記録装置とシステムを構成していること。また、設置する防犯カメラの画像に 

グレア（まぶしさ）が生じることがないよう、適切に配置し、防犯カメラの性能に基

づいた照度を確保すること。 

 

 

 

 

 

 

 

エ オートロック機能 

  共用玄関の外側と各住戸との間で、通話可能なインターホンをと連動して共用玄関扉

の錠を開錠することが可能なもの 

  ※オートロックの鍵信号の入力方式は問わない。 

 

不正開扉への配慮 

  扉の構造が不正侵入に対して使用される用具等が通る隙間がないもの、又は 

内部センサーが配置されているもの など 

 

 

 

 

カ 侵入防止対策 

  忍び返し、面格子の設置など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

専 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 
該当する□にチェックする 

http://www.daibouren.or.jp/top.html
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イ 非常通報装置 ３０

非常通報装置設置

常時対応

対策の内容

ウ 防犯カメラ

・ 共用玄関

防犯カメラの設置

・ エレベーター内

防犯カメラの設置

・ キッズルーム前

管理人等による鍵の管理

防犯カメラの設置

・ エントランスホール

周囲からの見通しの確保

防犯カメラの設置

・ １階エレベーターホール

周囲からの見通しの確保

防犯カメラの設置

・ メールコーナー

周囲からの見通しの確保

防犯カメラの設置

・ 駐輪場

周囲からの見通しの確保

防犯カメラの設置

・ 駐車場

周囲からの見通しの確保

防犯カメラの設置

・ 児童遊園

周囲からの見通しの確保

防犯カメラの設置

・ ごみ置き場

周囲からの見通しの確保

防犯カメラの設置

・ トランクルーム

周囲からの見通しの確保

防犯カメラの設置

エ 共用玄関 E-２３

オートロック機能

オ エレベーター E-２７

非常押しボタン 設置高さ ㎝

外部の防犯ベルと連動

窓

モニター設置

共用廊下及び共用階段 ４

・

有 無

カ ↓

侵入防止対策

対策の内容

適合数計 １ 適合必要数　１

共用玄関、エレベーター内、キッズ
ルーム前（鍵の管理が管理人等によ
らない場合に限る。）に防犯カメラを
設置している。また、エントランス
ホール、１階エレベーターホール、
メールコーナー、駐輪場、駐車場、児
童遊園、ごみ置き場、トランクルーム
についても、周囲からの見通しが確
保されない場合は防犯カメラを設置し
ている。

全住戸に非常通報装置を設置し、常
時、管理人又は警備会社が対応、措
置できる体制を確保している。

エレベーターのかご内に、非常押し
ボタンを床面から1.5m以下の壁面に
設置し、エレベーター外部の防犯ベ
ルと連動している。また、エレベー
ターに窓等が設置されていない場合
は、エレベーターホールの見やすい
場所に、かご内の状況を映すモニ
ターを設置している。

共用玄関扉に不正開扉に配慮した
オートロック機能を備えている。

※常時対応の詳細が

わかる資料を添付

バルコニー、屋上、隣接する建物等
が近接し、共用廊下及び共用階段に
侵入の恐れがある場合は、侵入防
止対策を講じている。

共用廊下及び共用階段に侵入の恐れがある箇所

E-３７～
４０

１００

（１）
防犯
<住戸専用部
分／共用部分
>

ホームセキュリティサービス

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目ごとに適合数を記入し、

必要数以上あるかを確認 
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４．災害に備える工夫 

項目 基準 用語の定義/考え方/参考例 

（
１
）
防
災 

・

 

①大阪市防災力強化マンション

の認定を受けるものである。 

【防災力強化マンション】 

耐震性や耐火性など建物の安全性に関する基準に適合することに加

え、被災時の生活維持に求められる設備・施設等の整備、住民による

日常的な防災活動等の実施など、ハード・ソフト両面で防災力が強化

されたマンションを大阪市が「防災力強化マンション」として認定す

る制度です。 

認定基準等の詳細は大阪市の HP をご確認下さい。なお、審査に係る

費用は不要です。 

 

（防災力強化マンション認定制度） 

http://www.city.osaka.lg.jp/toshiseibi/page/0000048313.html 

 

②地震等の災害に備え、以下の

対策の全てを講じている。 

ア 各住戸の玄関ドア枠は耐震

枠で、JIS（日本工業規格）にお

けるＡ4702 面内変形追随性の

規定におけるＤ－３等級同等以

上であり、あわせてドアガードも

耐震性に配慮したものとなって

いる。 

イ 吊り戸棚がある場合、耐震

ラッチを設置している。 

ウ 大阪市が作成している防災

関連情報（「市民防災マニュア

ル」、「防災マップ」、「水害ハザー

ドマップ」）を提供する。 

エ 全てのエレベーターに予備

電源付き地震時管制運転装置を

設置している。 

 

 

ア 【面内変形追随性】        耐震ドアガード 

等級 面内変形角 

D-1 1/300rad 

D-2 1/150rad 

D-3 1/120rad 

 

 

 

 

ウ 【市民防災マニュアル】    【防災マップ】     【水害ハザードマップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各種データ掲載 URL】 

（市民防災マニュアル） 

http://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000011873.html 

市民防災マニュアルで検索 
 
（防災マップ）     

http://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000139402.html 

大阪市防災マップで検索 
 
（水害ハザードマップ） 

http://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000299877.html 

大阪市水害ハザードマップで検索 
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アームの付け根部分

が広いもの 

http://www.city.osaka.lg.jp/toshiseibi/page/0000048313.html
http://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000011873.html
http://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000139402.html
http://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000299877.html
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４．災害に備える工夫

項目 図面番号 備考

・ 事前協議 　　　年　　月　　日

・ 計画認定 　　　年　　月　　日

・ 竣工 　　　年　　月　　日

② 全住戸の玄関扉 ８～１３

耐震枠　（JIS A 4702  Ｄ－３等級）

ア ドアガード（耐震性に配慮）

吊り戸棚の耐震ラッチ ８～１３
イ ・ 吊戸棚 有（耐震ラッチ付） 無

ウ 防災関連情報の提供

市民防災マニュアル

防災マップ・水害ハザードマップ

（ 区）

・ 提供方法

エ 全てのエレベーター ３０

予備電源付き地震時管制運転装置

適合数計 １ 適合必要数　１

全てのエレベーターに予備電源付き
地震時管制運転装置を設置してい
る。

今回の計画概要

吊り戸棚がある場合、耐震ラッチを設
置している。

基準（適合するものに☑）

大阪市が作成している防災関連情
報（「市民防災マニュアル」、「防災
マップ」、「水害ハザードマップ」）を提
供する。

地震等の災害に備え、以下の対策
の全てを講じている。

各住戸の玄関ドア枠は耐震枠で、
JIS（日本工業規格）におけるＡ4702
面内変形追随性の規定におけるＤ－
３等級同等以上であり、あわせてド
アガードも耐震性に配慮したものと
なっている 。

① 大阪市防災力強化マンションの認定
を受けるものである。

※設置していることが
わかるよう図示

※設置している吊り戸
棚の位置を図示
※仕様がわかるカタロ
グ等を添付

※仕様がわかるカタロ
グ等を添付

入居時に全住戸へ配布

○○

（１）
防災
<住戸専用部
分／共用部分
>

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

項目ごとに適合数を記入し、

必要数以上あるかを確認 

該当する□にチェックする 
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視点３ 便利で安心 
１．便利でスムーズにお出かけできる工夫 

項目 基準 用語の定義/考え方/参考例 

（
１
）
移
動 

 

①ベビーカー等がスムーズ

に移動できるよう、各住戸

からエントランスを経て、

敷地外へ至る動線及び各住

戸から駐車場までの動線に

は段差がない、又は段差が

ある場合はスロープ等を設

置している。 

 
スムーズに移動できる段差のない動線 

ベビーカーは１～２㎝の段差でも角度によっては引っかかって動けなくなることがあるので、各

住戸から敷地外や駐車場までの動線のうち、1 以上の経路について２㎝を超える段差がない動

線。 

なお、２㎝を超える段差がある場合には、スロープ等の設置により段差を解消すること。雨の

かかる場所に設ける場合は、滑りにくい材質のものとすること。なお、段差が２～３㎝程度の段

差の場合は、以下に示すような処理の仕方でも可とする。 

 

【２～３㎝程度の段差の解消方法】 

②操作ボタンが床面から

100cm 程度の位置にある

エレベーターを１基以上設

置している。 

 
床面から 100 ㎝      

 全てのボタンが押せるよう、原則としてパネル中心までとする。 

 

（
２
）
便
利 

 

①全住戸数×２台以上が駐

輪でき、子どもの自転車や

子ども乗せ自転車等を置き

やすいよう、その半数以上

が地上レベルで簡単に駐輪

できる自転車駐輪場（サイ

クルポート（住戸毎に区画

を分けた自転車専用のスペ

ース）、平置き型、スライド

レール型等で、傾斜ラック

や２段ラック等、自転車を

高く持ち上げて停めるもの

を除く。）を設けている。 

 
設置台数等 

・サイクルポートのみの場合：全住戸数分の区画 
 
・それ以外の駐輪場のみの場合：全住戸数×2 台（半数以上が地上レベル） 
 
・サイクルポートとそれ以外の駐輪場が両方ある場合： 

（全住戸数―サイクルポートの区画数）×２台（半数以上が地上レベル）  
【整備例（全住戸数が 390 戸の場合）】 

   ・サイクルポート（90 区画） 

・平置き型：300 台 
・スライドレール：300 台   

 

《推奨》１住戸あたり 3 台以上 
・１人当たりの自転車保有台数【財団法人自転車産業振興協会調べ】 

     0.8 台 

・１家族当たりの家族構成：４人 

→0.8 台/人×4 人=3.2 台⇒3 台 
 

サイクルポート 

・マンションの 1 階内部などに区画された同スペースを確保したものも可 

・幅 1m 以上、奥行 2m 以上 (推奨：幅 1.5m 以上) 
 
【大阪市自転車駐車場の附置等に関する条例施行規則】 
（自転車 1 台当たりの駐車スぺース） 

 1 台当たりの駐輪スペース：幅 0.5m 以上、奥行 2m 以上 
 

地上レベルで簡単に駐輪できる自転車駐輪場 

2 段ラックの下段で自転車を持ち上げずに停められるものは可 

②住棟のいずれかの出入口

付近に、手を洗ったり、泥

汚れ等を落したりできる洗

い場がある。 

  
洗い場                                   【設置例：児童遊園に設置】 

・死角となるおそれのある場所には設けない。     

・蛇口は子どもだけでも使いやすい高さ、形状のものとする。 

・出入口付近であれば、屋内外は問わない。 

 

   

③エントランスホール付近

に、子どもの利用に配慮し

た共用トイレを設け、その

扉には閉じ込め防止のた

め、外側から開錠できる鍵

を設置している。 

<適用外> 

管理人室内のトイレなど、常時使用できないもの。 

④雨がかりなく車に乗り降

りできるよう、エントラン

スに車寄せがある又は、駐

車場から住棟内まで雨に濡

れずに移動できるようにな

っている。  

 
エントランス 

ＥＶホールに近いマンションの出入口で、駐車場等のサブエントランスも含む。 

 

 

⑤集会所やキッズルーム、

上記③の共用トイレなどに

おむつ替え台やいすなどを

備えたおむつ替えと授乳の

ためのスペースを設けてい

る。 

 
おむつ替えと授乳のためのスペース 

おむつ替え台やいすを備えたスペースのこと。ただし、授乳もおむつ替えもできる大きめの 

ソファーを設ける場合は、必ずしもおむつ替え台を設けなくてもよい。 

共 

共 

 

床面まで 100 ㎝程度 

【平置き型の例】 

計 600 台（300 戸×2 台） 

【サイクルポートの例】 
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視点３ 便利で安心　＜住戸専用部分・共用部分＞

1．便利でスムーズにお出かけできる工夫

項目 図面番号 備考

・ 段差 有 無 ３～４

↓

・ スロープ等の設置

有 無

・ 操作ボタンの位置 ㎝ ２７

・ 台数 基

適合数計 ２ 適合必要数　２ 

区画 ３

台

台

台

台

住棟出入口付近に洗い場設置 ３

子どもの利用に配慮した共用トイレの設置 ３

鍵の設置（外側から開錠可）

・ 場所・位置 ３

・ 具体的な措置内容

おむつ替えと授乳のためのスペースの設置

・ おむつ替え台 有 無

・ イス 有 無

・ その他 （　　　　　　　　　　　）

・ 具体的な内容を記入

適合数計 ５ 適合必要数　２ （①を選択した場合は適合数２とみなす）

形式 区画数・台数①

②

⑤

⑥

基準（適合するものに☑） 今回の計画概要

エントランスホール付近に、子どもの
利用に配慮した共用トイレを設け、そ
の扉には閉じ込め防止のため、外側
から開錠できる鍵を設置している。

住棟のいずれかの出入口付近に、
手を洗ったり、泥汚れ等を落したりで
きる洗い場がある。

③

④

※設置場所がわかる

よう図示

※設置場所がわかる
よう図示

※各住戸からエントラ
ンスを経て、敷地外へ

至る動線、各住戸から
駐車場までの動線を

図示

※形式ごとの駐輪台
数がわかるよう図示

全住戸数×２台以上が駐輪でき、子
どもの自転車や子ども乗せ自転車等
を置きやすいよう、その半数以上が
地上レベルで簡単に駐輪できる自転
車駐輪場（サイクルポート（住戸毎に
区画を分けた自転車専用のスペー
ス）、平置き型、スライドレール型等
で、傾斜ラックや２段ラック等、自転
車を高く持ち上げて停めるものを除
く。）を設けている。

集会所やキッズルーム、上記③の共
用トイレなどに、おむつ替え台やイス
などを備えたおむつ替えと授乳のた
めのスペースを設けている。

子どもと一緒に出かける際などに便
利なよう、共用部において上記と同
等以上の工夫を行っている。

②

①

※設置場所がわかる
よう図示

※どのEVが該当する

のか図示
操作ボタンが床面から100cm程度の
位置にあるエレベーターを１基以上
設置している。

※おむつ替えと授乳
のためのスペースが

わかるよう図示

（１）
移動
<共用部分>

ベビーカー等がスムーズに移動でき
るよう、各住戸からエントランスを経
て、敷地外へ至る動線及び各住戸か
ら駐車場までの動線には段差がな
い、又は段差がある場合はスロープ
等を設置している。

（２）
便利
<共用部分>

雨がかりなく車に乗り降りできるよ
う、エントランスに車寄せがある又
は、駐車場から住棟内まで雨に濡れ
ずに移動できるようになっている。

１００

１

サイクルポート

平置き型

９０

３００

スライドレール

エントランス

車寄せを設けている

３００

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイクルポートは区画数、 

それ以外は駐輪台数を記入 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

項目ごとに適合数を記入し、

必要数以上あるかを確認 

該当する□にチェックする 
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２．暮らしに便利な工夫 

項目 基準 用語の定義/考え方/参考例 

（
１
）
子
ど
も
に
便
利 

又
は 

 
 

①子どもが押しやすい高

さに照明スイッチがある

等、子どもが使いやすい仕

様が１以上取り入れられ

ている。 

【子どもが使いやすい仕様の例】 

・床面から 110cm 程度の位置にあるワイド照明スイッチ（子どもでも押しやすい） 

・レバーハンドルやプッシュプルハンドルドア（子どもでも操作しやすい） 

・足元保安灯（夜、子どもが１人で手洗いに行く際にも足元を照らし安心） 

・人感センサー付き玄関照明（光の届きにくい玄関も自動で点灯するため安心） 

   など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（
２
）
大
人
に
も
便
利 

又
は 

 

②住戸専用部分に食器洗

い乾燥機を設置し家事の

負担を軽減する、共用部分

にテレワークできるスペ

ースを整備し通勤時間を

削減する等、親子の時間創

出につながるような、大人

にも便利な仕様が１以上

取り入れられている。 

【大人にも便利な仕様の例】 

・自動食器洗い乾燥機（家事の時間短縮で親子の時間が増える） 

・浴室暖房乾燥機（洗い物の多い子育て世帯に便利） 

・ディスポーザー（生ごみなど家の中に溜めることなく、衛生面で気を使う子育て世帯に便利） 

・バルコニーにスロップシンク（汚れた運動靴や上履き、ボールなどを洗うことができる） 

・共用部分にテレワークできるスペース※の整備（通勤時間の削減により親子の時間が増える） 

※テレワークに活用するための通信機器を設置 

※キッズルームと兼用不可 

・24 時間利用可能ゴミ置き場（赤ちゃんのおむつなどすぐに捨てることが可能） 

・宅配ボックス（重たい荷物などを宅配で注文することができ、買い物の時間短縮になる）        

など 

 

 

 

視点４ 楽しくて安心 
１．屋内外で遊んだり、交流したりできる工夫 

項目 基準 用語の定義/考え方/参考例 

（
１
）
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
等 

 

①マンション内に以下の要件を全て満たすキッ

ズルームを設置している。ただし、賃貸マンシ

ョンにあっては、キッズコーナーの設置をキッ

ズルームの設置とみなすことができるものとす

る。この場合において、オのキッズルームをキ

ッズコーナーと読み替える。 

ア エントランスホール付近など、入居者が使

いやすく、立ち寄りやすい位置にあり、子ども

だけで遊べるような運営を行う場合には、中の

様子がエントランスホール等の共用部分から確

認できるようになっている。 

イ 転倒した際にけがをしないよう弾力性に考

慮した下地や床材を使用している。 

ウ 出入口扉及び室内にある扉には、「視点２ 

安全で安心 ２－（２）」に準じた指はさみ事故

を防止するための措置を講じている。 

 

 
キッズルーム 

子どもが遊んだり、保護者同士が交流したりできる共用部分の居室（集会

所等と兼用も可） 

キッズコーナー 

子どもが遊んだり、保護者同士が交流したりできる、屋内の空間の一部を

利用して常設されたスペース 

 

ア 中の様子の確認方法 

 １．共用部側の窓を大きくとる 

 ２．常駐している管理人室等にモニタ 

される防犯カメラなどを設置している。 

（自宅でモニタできる Web カメラ等でも可） 

 

イ P.27「転倒事故防止」参照 

【弾力性に考慮した床材】 

・タイルカーペット等 

 

ウ P.29「指はさみ事故防止」参照 

 

 

 

共 

専 

共 

専 

共 【整備例】 

（P.43 につづく） 
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視点４ 楽しくて安心　＜共用部分＞

1．屋内外で遊んだり、交流したりできる工夫

項目 図面番号 備考

① キッズルーム ５

キッズコーナー（賃貸に限る）

ア ・ 子どもだけで遊べるような運営

有 無

↓

共用部分から中の様子が確認できる

イ 下地・床材 ３５

・ 床材名・材質

・ メーカー

ウ 指はさみ事故防止 ４

・ ドアクローザーの設置

出入口扉

その他（　　　）

出入口扉吊元部の指はさみ防止加工

・ 引き戸の仕様

ストッパー設置

・ 引き戸の数 箇所

・ 戸尻の隙間 ㎝

スロークローズ機能

・ 引き戸の数 箇所

カーペット
（クッション下地）

出入口扉及び室内にある扉には、
「視点２　安全で安心　２－（２）」に
準じた指はさみ事故を防止するため
の措置を講じている。

マンション内に以下の要件を全て満
たすキッズルームを設置している。た
だし、賃貸マンションにあっては、
キッズコーナーの設置をキッズルー
ムの設置とみなすことができるものと
する。この場合において、オのキッズ
ルームをキッズコーナーと読み替え
る。

エントランスホール付近など、入居者
が使いやすく、立ち寄りやすい位置
にあり、子どもだけで遊べるような運
営を行う場合には、中の様子がエン
トランスホール等の共用部分から確
認できるようになっている。

○○建材（株）

基準（適合するものに☑） 今回の計画概要

※ドアクローザーやス

トッパーを設置した建

具がわかるよう図示

※仕様がわかるカタロ

グ等を添付

（１）
キッズルーム
等
<共用部分>

１

転倒した際にけがをしないよう弾力
性に考慮した下地や床材を使用して
いる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．暮らしに便利な工夫

項目 図面番号 備考

・ 具体的な内容を記入 ８～１３

適合数計 １ 適合必要数　１

・ 具体的な内容を記入 ３

適合数計 １ 適合必要数　１

床面から１００ｃｍの位置にあるワイ
ド照明スイッチ

２４時間利用可能なごみ置き場

（１）
子どもに便利
<住戸専用部
分又は共用部
分>

※仕様がわかるカタロ
グ等を添付

（２）
大人にも便利
<住戸専用部
分又は共用部
分>

住戸専用部分に食器洗い乾燥機を
設置し家事の負担を軽減する、共用
部分にテレワークできるスペースを整
備し通勤時間を削減する等、親子の
時間創出につながるような、大人に
も便利な仕様が１以上取り入れられ
ている。

※仕様がわかるカタロ

グ等を添付
子どもが押しやすい高さに照明スイッ
チがある等、子どもが使いやすい仕
様が１以上取り入れられている。

基準（適合するものに☑） 今回の計画概要

①

①

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

P.29 解説中の図示の例を参照 

項目ごとに適合数を記入し、

必要数以上あるかを確認 

該当する□にチェックする 



 

43 

視点４ 楽しくて安心 
１．屋内外で遊んだり、交流したりできる工夫 

項目 基準 用語の定義/考え方/参考例 

（
１
）
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
等 

 

エ 室内のコンセント部分には感電防止の措置

を講じている。 

オ 集会所等と兼用する場合は、管理規約等で

キッズルームとしての利用が、適切で安全にな

されるよう規定するものである。 

カ 面積は、認定対象住戸数が 50 戸以下の場

合は、認定対象住戸数×0.5 ㎡以上、認定対象

住戸数が 50 戸を超える場合は 25 ㎡以上確保

されている。 

キ おもちゃなどを収納できる倉庫や物入れ等

の空間がある（認定対象住戸数が 50 戸超える

場合のみ必須）。 

ク 100 冊以上の絵本や児童書を備え付けた、

造り付けの本棚を設置している（認定対象住戸数

が 50 戸超える場合のみ必須）。 

エ P.29 「その他の対策」参照 

 

オ 管理規約等の記載例 

<使用の原則> 

 集会所（キッズルーム）は区分所有者及び占有者の次の各号に掲げる目

的のために使用されるものとする。 

（１）小学校低学年以下の児童及び乳幼児の遊戯室としての目的で使用す

る場合。ただし、保護者（使用責任者）が同伴するものとする。 

（２）親睦会を目的として行う各種サークル、勉強会に使用する場合。 

（３）会議または行事を行うための集会室として使用する場合 

<遵守事項> 

（１）遊戯室としての目的で使用することを管理組合が承認した場合は、

その使用が優先し、他の組合等は予約使用が開始される時間の５分前に

後片付けをした上で速やかに退出すること。 

 

キ 倉庫や物入れ：キッズルームから使用でき、子どもが使いやすいよう

に配置することが望ましい。（おもちゃ箱は認めない） 

 

ク 造り付けの本棚 

右記のような既製品を壁等に固定することも可。 

 

【別冊】おすすめ絵本１００冊リスト参照 

 

（
２
）
児
童
遊
園
等 

 

①マンション内に以下の要件を全て満たす児童

遊園や広場等（子どもが遊んだり、保護者同士が

交流したりできる屋外の空間で、法令や他の制

度に基づき設ける緑地や広場と兼用することが

できる）を設置している。 

ア エントランスの付近など、使いやすく、立ち

寄りやすく、人目につきやすい位置にある。 

イ 敷地面積に 3%を乗じた面積以上の広さが

ある。 

ウ 子どもが安全に遊べる遊具や親同士の交流

を促すベンチ等を設置している。 

エ 車道に接する位置に出入口を設ける場合

は、子どもの飛び出し事故防止のため、車止めを

設置するなどの措置を講じている。 

 

 
【整備例】 

② エントランスから徒歩5分圏内（1分80ｍで

換算）に子どもが遊べる公園（都市公園法に基づ

く住区基幹公園の街区公園、近隣公園、地区公

園）がある。 

歩行距離：概ね５分×80m=400m とし、エントランスからの半径ではな

く歩行距離で示すこと。 

 

【都市公園一覧表】 

http://www.city.osaka.lg.jp/kensetsu/page/0000372135.html 

大阪市都市公園一覧表で検索 

 

※ 正確・詳細な内容につきましては、建設局総務部管財課（公園財産

管理担当 TEL:06-6615-6488）にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

共 

共 

ア 防犯への配慮 

  周囲や住棟からの見通しを確保する 

（死角をつくらない） 

ウ けがの防止・軽減への配慮 

地表部にはクッション性のある材料 

（土、クレイ、ゴムチップ等）を使用 

エ 事故防止：車道への飛び出し防止対策 

 

 

http://www.city.osaka.lg.jp/kensetsu/page/0000372135.html
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項目 図面番号 備考

エ コンセントの感電防止措置 ４

・ コンセント 箇所

・ 対策の内容 扉付コンセント

オ キッズルームの適切な利用

管理規約等への規定

カ キッズルーム面積 ４

・ 認定対象戸数 戸

・ 面積 ㎡

キ ４

倉庫・物入れ等

ク 絵本・児童書 冊 ≧ 100冊

本棚

適合数計 １ 適合必要数　１ 

① ２

ア

イ ・ 面積 ㎡

（ 敷地面積×３％＝ ㎡ ）

ウ ・ 遊具 有 無

・ ベンチ 有 無

エ ・ 飛び出し事故防止対策

具体的な内容を記入

② ・ 公園名

・ 歩行距離 m

③ ・ 具体的な内容を記入

適合数計 １ 適合必要数　１ 

（１）
キッズルーム
等
<共用部分>

（２）
児童遊園等
<共用部分>

室内のコンセント部分には感電防止
の措置を講じている。

管理規約等でキッズルームとしての
利用が、適切で安全になされるよう
規定するものである。

面積は、認定対象住戸数が50戸以
下の場合は、認定対象住戸数×0.5
㎡以上、認定対象住戸数が50戸を
超える場合は25㎡以上確保されて
いる。

エントランスから徒歩5分圏内（1分80
ｍで換算）に子どもが遊べる公園（都
市公園法に基づく住区基幹公園の街
区公園、近隣公園、地区公園）があ
る。

車止めの設置

マンション内に以下の要件を全て満
たす児童遊園や広場等（子どもが遊
んだり、保護者同士が交流したりで
きる屋外の空間で、法令や他の制度
に基づき設ける緑地や広場と兼用す
ることができる）を設置している。

３９０

３０

１２０

２００

１５０

※管理規約等を添付

今回の計画概要基準（適合するものに☑）

車道に接する位置に出入口を設ける
場合は、子どもの飛び出し事故防止
のため、車止めを設置するなどの措
置を講じている。

※マンションとの位置
関係・距離がわかるよ

う図示し、距離を記入

エントランスの付近など、使いやす
く、立ち寄りやすく、人目につきやす
い位置にある。

敷地面積に3%を乗じた面積以上の
広さがある。

屋外で遊んだり、交流したりできるよ
う、上記と同等以上の工夫を行って
いる。

※仕様がわかるカタロ
グ等を添付

※おもちゃなどを収納

できる倉庫を図示

※本棚の位置を図示
※絵本・児童書のリス
トを添付

倉庫・絵本・本棚（認定対象住戸数が50戸
超える場合）

100冊以上の絵本や児童書を備え付
けた、造り付けの本棚を設置してい
る（認定対象住戸数が50戸超える場
合のみ必須）。

２

おもちゃなどを収納できる倉庫や物
入れ等の空間がある（認定対象住戸
数が50戸超える場合のみ必須）。

※エントランスとの位
置関係がわかるよう図

示

※出入口からの飛び
出し防止対策がわか
るよう図示

※遊具やベンチを図

示
※遊具やベンチの具

体的な仕様がわかる
カタログ等を添付

子どもが安全に遊べる遊具や親同士
の交流を促すベンチ等を設置してい
る。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

項目ごとに適合数を記入し、

必要数以上あるかを確認 

該当する□にチェックする 
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視点５ いろいろ安心 
１．子育て支援する工夫や子育てしやすい周辺環境が充実している 

項目 基準 用語の定義/考え方/参考例 

（
１
）
子
育
て
支
援
情
報
の
提
供 

 

①以下の全ての情報提供を

継続的に行う。 

ア 大阪市の子育て情報冊

子をキッズルーム等に常設、

かつ希望者には同情報を提

供する。 

イ 区の子育て支援情報や

地域の子育て支援情報等を

キッズルームや掲示板等に

掲示する。 

ア 大阪市の子育て情報冊子   イ 区の子育て支援情報 

 

  子育ていろいろ便利帳       子育て情報紙       子育てマップ  

  

 

 

【子育ていろいろ便利帳データ掲載 URL】 

http://www.city.osaka.lg.jp/kodomo/page/0000384302.html 

                    子育ていろいろ便利帳で検索 

 

【区の子育て支援情報】 

各区 HP の検索窓から子育て情報で検索 

 

イ 子育て支援情報の掲示 

区などが発行する、子育てに役立つ情報が掲載されている情報紙や地域独自で作成されて

いる子供向けイベント等の情報が掲載されているチラシなどを、子育て世帯の目に付きや

すい場所に掲示する。マンション入居者専用ポータルサイトで子育てに関する情報コーナ

ーを設け、情報を随時発信するなどの工夫も可。 

 

（
２
）
子
育
て
世
帯
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成 

 

①事業者は、入居開始後１年

以内に、マンション内の子育

て世帯の交流につながる機

会を創出する。 

【活動が継続される仕組みのポイント】 

・事業者（管理会社）によるサービスで、居住者同士の交流のきっかけとなるようなイベント

を実施し、居住者同士の交流が継続されるように誘導する。 

・サービスについて、居住者に広く周知されるような工夫を行う。 

・子育て世帯だけでなく、マンションのコミュニティ形成につながる仕掛けでも可 

 

【サービスの例】 

イベントの開催 

 ５月：区役所「出前講座」の受講 

８月：夏休み工作教室の開催 

１０月：ハロウィンパーティーの開催 

１２月：クリスマス会の開催 

 ３月：親子バザーの開催      などを通じて、子育て世帯の交流を図る。 

 

入居開始 

最初のカギ渡しの日 

 

 

 

 

 

 

 

他 

他 

http://www.city.osaka.lg.jp/kodomo/page/0000384302.html
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視点５ いろいろ安心　＜その他＞

1．子育て支援する工夫や子育てしやすい周辺環境が充実している

項目 図面番号 備考

①

ア ・ 大阪市の子育て情報冊子を常設

常設場所

イ ・ （ ）区や地域の子育て支援情報

の掲示

掲示場所

適合数計 1 適合必要数　１ 

・ 具体的な内容を記入

・ 開催時期

適合数計 １ 適合必要数　１　（賃貸についてはこの限りでない。）

H○年○月○日

（１）
子育て支援情
報の提供
<その他>

（２）
子育て世帯の
コミュニティ形
成
<その他>

事業者は、入居開始後１年以内に、
マンション内の子育て世帯の交流に
つながる機会を創出する。

※チラシ等があれば
添付

大阪市の子育て情報冊子をキッズ
ルーム等に常設、かつ希望者には同
情報を提供する。

区の子育て支援情報や地域の子育
て支援情報等をキッズルームや掲示
板等に掲示する。

①

キッズルーム及び
１階EVホール掲示板

基準（適合するものに☑） 今回の計画概要

以下の全ての情報提供を継続的に
行う。

キッズルーム

○○

子育て世帯の交流につながるイベント
を実施
　・七夕イベント
　・クリスマスイベント
　・絵本の読み聞かせ会（年6回程度）

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

項目ごとに適合数を記入し、

必要数以上あるかを確認 

該当する□にチェックする 
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項目 基準 用語の定義/考え方/参考例 

（
３
）
ソ
フ
ト
面
か
ら
の
支
援
や
周
辺
環
境
の
充
実 

 

①子育て支援サービスの提

供を入居開始後１年以内に

開始し、そのサービスを１年

以上継続する。 

 

 
サービスの提供 

 ライフサポート会社と連携して行うことも可 

【サービスの例】 

・ベビーシッターなどの保育サービス 

・スキーパーなどの家事サポートサービス 

・子育てに関する相談サービス 

・子ども向けの英会話などの教育サービス 

・子育て支援サービスの取次や紹介を行うコンシェルズサービス   など 

 

②キッズルーム、エントラン

ス等を地域に開放しイベン

ト等に提供する等、地域との

交流機会を創出する。 

 

 
地域との交流機会の創出 

・キッズルームやエントランス等を子ども会と連携して使用する、地域のお祭りやイベントに

児童遊園を開放するなど、マンション外部との交流を図る。 

・NPO や地域団体等と連携して地域交流イベントを実施することも可。 

③ エントランスから徒歩

5 分圏内（1 分 80m で換算）

以内の距離に、以下に示す施

設が１以上ある。 

ア 教育施設（幼稚園、小学

校など） 

イ 保育施設（保育所、認定

こども園など） 

ウ 医療施設（小児科がある

こと） 

エ 子育て支援施設（子ど

も・子育てプラザや子育てサ

ークルによるサービスを提

供する場など） 

歩行距離：概ね５分×80m=400m とし、エントランスからの半径ではなく歩行距離で示すこ

と。 

 

 

ア 

<適用除外> 

・中学校や高等学校、各種専門学校。 

・幼児教室等 

 

 

エ 【子ども・子育てプラザ】 

http://www.city.osaka.lg.jp/kodomo/page/0000002462.html 

子ども・子育てプラザで検索 

 

④ 子育て支援に資するマ

ンションの付属施設がある

（子どもが使いやすい仕組

み・仕様のシアタールームや

図書室など）。 

【付属施設の例】 

・キッズルームに併設された工作室 

・キッズルームの隣にあるスタディールーム など 

・大阪市立図書館が行っている自動車文庫（移動図書館）のステーションも可 

⑤全ての認定対象住戸にお

いて、適合している基準の合

計数（本基準は除く。）が、分

譲マンションにおいて33以

上、賃貸マンションにおいて

は 32 以上である。 

 

基準の適合必要数（分譲３０・賃貸２９）より３以上多くの基準に適合している。 

⑥入居者の子育てをソフト

面から支援する又は周辺環

境が充実するよう、 上記と

同等以上の工夫を行ってい

る。ただし、市長が適当と認

めるものに限る。 

【上記と同等以上の工夫の例】 

・保育施設の設置 

・子育て支援サービスを利用しやすいようプライバシー確保の工夫がされている など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他 

http://www.city.osaka.lg.jp/kodomo/page/0000002462.html
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項目 図面番号 備考

・ 具体的な内容を記入

・ 具体的な内容を記入

③ １

ア 教育施設（幼稚園、小学校など） ・ 教育施設

施設名称

歩行距離 m

イ ・ 保育施設

施設名称

歩行距離 m

ウ 医療施設（小児科があること） ・ 医療施設

施設名称

歩行距離 m

エ ・ 子育て支援施設

施設名称

歩行距離 m

・ 施設名称 ５

・ 適合基準合計数

・ 具体的な内容を記入

適合数計 ３ 適合必要数　２

エントランスから徒歩５分圏内（１分
80mで換算）以内の距離に、以下に
示す施設が１以上ある。

保育施設（保育所、認定こども園な
ど）

・保育サービス
・家事サポートサービス

入居者の子育てをソフト面から支援
する又は周辺環境が充実するよう、 
上記と同等以上の工夫を行ってい
る。ただし、市長が適当と認めるもの
に限る。

○○小学校

シアタールーム

子育て支援施設（子ども・子育てプラ
ザや子育てサークルを提供する場な
ど）

１００

⑥

⑤

①

基準（適合するものに☑）

②

（３）
ソフト面から
の支援や周辺
環境の充実
<その他>

キッズルーム、エントランス等を地域
に開放しイベント等に提供する等、地
域との交流機会を創出する。

※マンションとの位置

関係がわかるよう図示

※提供するサービス
の内容や提供方法、

業務委託の有無な
ど、詳細がわかる資

料を添付

全ての認定対象住戸において、適合
している基準の合計数（本基準は除
く。）が、分譲マンションにおいて33
以上、賃貸マンションにおいては32
以上である。

△△小児科

子育て支援サービスの提供を入居開
始後１年以内に開始し、そのサービ
スを１年以上継続する。

※チラシ等があれば

添付

④

今回の計画概要

子育て支援に資するマンションの付
属施設がある（子どもが使いやすい
仕組み・仕様のシアタールームや図
書室など）。

２５０

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エントランスからの

半径ではなく歩行距

離で示すこと 

<記入例と注意点> 

太字は記入例です 

項目ごとに適合数を記入し、

必要数以上あるかを確認 

該当する□にチェックする 


